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女
性
神
役
の
就
任
過
程
と
唱
え
言
に
つ
い
て
の
試
論
石
垣
島
川
平
の
事
例
澤
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川
平
の
神
役
と
年
中
儀
礼
②
神
役
へ
の
就
任
③
小
括
－
川
平
の
ツ
カ
サ
の
就
任
過
程
④
ツ
カ
サ
の
唱
え
言
「
カ
ン
フ
ッ
」
お
わ
り
に
［論
文
要
旨
］
　
琉
球
諸
島
に
お
い
て
集
落
単
位
の
儀
礼
を
中
心
的
に
担
う
ノ
ロ
や
ツ
カ
サ
と
い
っ
た
女
性
神
役
は
従
来
、
神
に
祈
り
儀
礼
に
奉
仕
す
る
の
み
の
存
在
と
見
な
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
神
と
交
感
す
る
能
力
を
豊
か
に
有
す
る
女
性
神
役
の
事
例
が
報
告
さ
れ
、
従
来
の
女
性
神
役
像
が
拡
大
さ
れ
た
。
た
だ
、
琉
球
諸
島
の
女
性
神
役
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
神
と
の
交
感
に
収
敏
す
る
事
柄
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
も
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
個
々
の
神
役
の
生
活
史
や
神
観
念
に
接
近
す
る
方
法
に
よ
り
、
神
役
の
職
能
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
を
明
ら
か
に
し
、
琉
球
諸
島
の
女
性
神
役
の
多
様
な
あ
り
方
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
指
し
つ
つ
、
本
稿
で
は
石
垣
島
川
平
に
お
け
る
女
性
神
役
「
ツ
カ
サ
（
司
）
」
の
就
任
過
程
と
、
ツ
カ
サ
の
祈
願
方
法
の
中
核
に
あ
る
と
言
い
得
る
唱
え
言
「
カ
ン
フ
ツ
（
神
口
）
」
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
　
川
平
で
は
、
集
落
の
四
つ
の
拝
所
「
オ
ン
（
御
嶽
）
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
一
人
ず
つ
、
全
部
で
四
人
の
ツ
カ
サ
が
儀
礼
に
お
け
る
祈
願
を
担
っ
て
い
る
。
ツ
カ
サ
は
各
オ
ン
の
由
来
に
深
く
関
わ
る
家
に
父
系
で
つ
な
が
る
女
性
か
ら
選
ば
れ
る
の
が
基
本
で
、
候
補
者
が
複
数
の
場
合
、
近
年
は
神
籔
に
よ
り
一
人
の
ツ
カ
サ
が
選
ば
れ
る
。
神
役
選
出
の
筆
に
つ
い
て
は
従
来
、
近
年
に
導
入
さ
れ
た
合
理
的
方
法
と
い
う
見
方
が
さ
れ
て
き
た
が
、
籔
に
参
加
す
る
女
性
た
ち
は
、
神
籔
の
場
で
経
験
し
た
不
可
思
議
な
出
来
事
を
し
ば
し
ば
語
り
、
筆
の
場
を
神
の
力
の
は
た
ら
く
場
と
捉
え
て
い
る
点
が
着
目
さ
れ
る
。
選
出
さ
れ
た
女
性
は
、
就
任
儀
礼
「
ヤ
マ
ダ
キ
」
を
経
て
、
年
間
の
儀
礼
に
携
わ
る
。
日
頃
か
ら
各
オ
ン
の
管
理
の
任
に
あ
た
る
「
カ
ン
ム
ト
ゥ
ヤ
ー
（
神
元
家
）
」
と
呼
ば
れ
る
家
が
あ
る
が
、
ヤ
マ
ダ
キ
に
お
い
て
新
任
の
ツ
カ
サ
は
、
こ
の
カ
ン
ム
ト
ゥ
ヤ
ー
の
一
室
に
三
日
三
晩
籠
り
、
そ
の
間
、
通
っ
て
く
る
前
任
の
ツ
カ
サ
や
他
の
ツ
カ
サ
か
ら
年
間
の
儀
礼
の
意
味
合
い
や
各
儀
礼
で
唱
え
る
カ
ン
フ
ツ
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
続
け
る
。
　
ツ
カ
サ
の
唱
え
言
カ
ン
フ
ツ
は
、
そ
の
習
得
が
四
人
の
ツ
カ
サ
の
み
に
厳
し
く
限
ら
れ
て
お
り
、
儀
礼
の
場
で
唱
え
ら
れ
る
時
も
ツ
カ
サ
以
外
の
人
に
は
聞
き
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
ツ
カ
サ
四
人
の
間
で
は
「
カ
ン
フ
ツ
ツ
ラ
シ
」
と
い
う
唱
え
合
わ
せ
の
機
会
が
定
期
的
に
も
た
れ
、
把
握
す
る
文
言
や
内
容
の
統
一
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。
カ
ン
フ
ツ
は
、
変
え
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
そ
の
形
式
が
重
視
さ
れ
る
一
方
で
、
儀
礼
目
的
や
祈
願
内
容
と
い
っ
た
意
味
を
具
体
的
に
神
に
伝
え
る
と
い
う
は
た
ら
き
が
よ
り
重
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
カ
ン
フ
ツ
の
意
味
に
は
、
ツ
カ
サ
四
人
で
の
間
で
教
授
さ
れ
る
意
味
の
ほ
か
に
、
ツ
カ
サ
一
人
一
人
が
考
え
な
が
ら
習
得
し
て
い
く
意
味
も
あ
る
。
新
任
の
ツ
カ
サ
は
儀
礼
で
の
実
践
を
積
み
な
が
ら
何
年
も
か
け
て
カ
ン
フ
ツ
の
形
式
と
意
味
を
身
に
つ
け
て
い
く
が
、
そ
の
習
得
過
程
に
つ
い
て
は
今
後
さ
ら
に
調
査
と
考
察
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
。
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は
じ
め
に
　
琉
球
諸
島
で
は
島
ご
と
、
集
落
ご
と
に
独
特
の
儀
礼
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
お
け
る
祈
願
行
為
の
申
心
的
部
分
を
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
ノ
ロ
や
ツ
カ
サ
と
い
っ
た
女
性
神
役
が
担
っ
て
い
る
。
従
来
こ
う
し
た
女
性
神
役
に
つ
い
て
は
そ
の
継
承
の
系
譜
が
主
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
り
、
神
役
個
人
の
生
活
史
や
神
観
念
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
そ
こ
で
は
、
神
と
の
交
感
の
過
程
を
就
任
の
条
件
と
し
儀
礼
遂
行
上
の
不
可
欠
の
要
素
と
す
る
女
性
神
役
の
事
例
が
着
目
さ
れ
た
。
　
神
と
交
感
す
る
能
力
を
豊
か
に
有
す
る
女
性
神
役
の
事
例
が
報
告
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
神
に
祈
り
儀
礼
に
奉
仕
す
る
の
み
と
い
う
従
来
の
女
性
神
役
像
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
琉
球
諸
島
の
女
性
神
役
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
神
と
の
交
感
に
収
飯
す
る
事
柄
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
問
題
設
定
を
神
と
神
役
と
の
交
感
、
特
に
神
か
ら
神
役
へ
の
は
た
ら
き
か
け
に
と
ど
め
る
こ
と
な
く
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
個
々
の
神
役
に
接
近
し
て
の
考
察
方
法
に
よ
っ
て
、
集
落
の
祈
願
を
重
く
担
う
存
在
と
し
て
の
神
役
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
具
体
的
検
討
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
琉
球
諸
島
に
お
け
る
女
性
神
役
の
多
様
な
あ
り
方
を
捉
え
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
　
以
上
を
ふ
ま
え
、
本
稿
で
は
琉
球
諸
島
の
南
西
端
に
位
置
す
る
八
重
山
諸
島
の
石
垣
島
北
西
部
、
川
平
集
落
の
女
性
神
役
に
つ
い
て
論
じ
る
。
川
平
は
、
人
口
三
五
四
世
帯
七
〇
五
人
（
二
〇
〇
五
年
十
二
月
現
在
）
、
生
業
と
し
て
は
農
業
（
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
米
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
、
肉
用
牛
な
ど
）
、
観
光
業
、
食
品
加
工
業
、
黒
真
珠
養
殖
な
ど
が
営
ま
れ
る
集
落
で
あ
る
。
筆
者
は
二
〇
〇
〇
年
か
ら
こ
れ
ま
で
、
儀
礼
の
時
期
に
合
わ
せ
て
川
平
に
滞
在
し
、
調
査
を
行
な
っ
て
き
た
。
　
年
中
儀
礼
の
多
い
、
信
仰
の
篤
い
集
落
と
し
て
知
ら
れ
る
川
平
に
つ
い
て
は
特
に
、
男
性
が
来
訪
神
に
成
り
代
わ
っ
て
長
大
な
唱
え
言
を
す
る
「
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
儀
礼
」
が
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
外
に
も
、
川
平
で
は
四
人
の
女
性
神
役
を
中
心
に
、
大
規
模
な
も
の
か
ら
小
規
模
な
も
の
ま
で
様
々
な
儀
礼
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
そ
う
し
た
個
々
の
儀
礼
の
詳
細
や
、
そ
れ
ら
の
儀
礼
を
担
う
神
役
の
立
場
に
接
近
し
た
考
察
は
、
保
坂
（
一
九
九
九
）
、
前
原
（
二
〇
〇
二
）
な
ど
少
数
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
考
察
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
ま
ず
女
性
神
役
の
就
任
過
程
に
つ
い
て
、
比
較
的
近
年
に
就
任
し
た
神
役
を
対
象
に
そ
の
実
際
を
で
き
る
だ
け
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
　
次
に
、
川
平
の
女
性
神
役
が
管
掌
す
る
唱
え
言
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
琉
球
諸
島
に
お
け
る
女
性
神
役
の
神
歌
や
神
謡
も
ま
た
、
地
域
ご
と
の
多
様
性
を
有
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
数
多
く
の
蓄
積
が
あ
る
の
に
対
し
、
そ
れ
ら
の
こ
と
ば
が
人
々
の
な
か
で
実
際
に
ど
の
よ
う
に
存
在
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
考
察
は
、
内
田
（
二
〇
〇
〇
）
、
高
梨
（
一
九
九
七
）
、
渡
邊
（二
〇
〇
四
）
な
ど
、
ま
だ
少
数
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
内
田
ら
の
考
察
す
る
事
例
と
の
比
較
検
討
を
今
後
行
な
う
こ
と
を
目
指
し
つ
つ
、
ま
ず
は
川
平
の
女
性
神
役
が
伝
承
し
、
儀
礼
の
場
で
発
す
る
唱
え
言
の
実
際
の
あ
り
方
を
、
調
査
に
基
づ
き
で
き
る
だ
け
明
ら
か
に
す
る
。
0
川
平
の
神
役
と
年
中
儀
礼
　
川
平
の
女
性
神
役
「
ツ
カ
サ
」
は
、
集
落
の
年
中
儀
礼
を
執
り
行
な
う
う
え
で
の
一
役
職
で
あ
る
。
ま
た
年
中
儀
礼
や
、
儀
礼
を
執
行
す
る
男
性
・
女
性
の
神
役
は
、
拝
所
で
あ
る
「
オ
ン
（
御
嶽
）
」
と
深
く
関
わ
っ
て
存
在
す
る
。
ツ
カ
サ
に
つ
い
て
の
詳
細
を
述
べ
る
前
に
、
本
章
で
は
川
平
の
オ
ン
、
男
性
・
女
性
神
役
、
年
中
儀
礼
に
つ
い
て
大
ま
か
に
述
べ
る
。
①
オ
ン
と
神
役
川
平
に
お
け
る
集
落
単
位
の
儀
礼
の
ほ
と
ん
ど
は
、
「
オ
ン
（
御
嶽
）
」
「
オ
ミ
ヤ
（
お
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な
ど
と
呼
ば
れ
る
拝
所
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
。
　
オ
ン
は
、
川
平
に
は
五
つ
あ
る
。
こ
の
う
ち
香
炉
が
置
か
れ
る
の
み
の
底
地
オ
ン
（ス
ク
ジ
オ
ン
）
は
、
川
平
の
中
で
も
人
々
が
集
住
す
る
川
平
湾
岸
地
域
と
は
離
れ
た
、
底
地
海
岸
沿
い
に
あ
る
。
川
平
半
島
の
西
側
に
あ
る
底
地
海
岸
か
ら
東
側
の
川
平
湾
に
向
か
う
道
の
約
半
分
ま
で
来
た
辺
り
は
、
川
平
集
落
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
る
場
所
で
あ
り
、
こ
こ
に
群
星
オ
ン
（
ユ
ブ
ス
オ
ン
、
ム
リ
ブ
シ
オ
ン
）
と
山
川
オ
ン
（
ヤ
マ
オ
ン
）
が
あ
る
。
さ
ら
に
川
平
湾
の
ほ
う
へ
向
か
う
と
、
や
が
て
住
宅
地
に
入
る
。
宮
鳥
オ
ン
（
ア
ー
ラ
オ
ン
）
は
「
上
の
村
」
と
「
下
の
村
」
に
分
か
れ
る
川
平
の
家
々
の
ち
ょ
う
ど
境
に
位
置
す
る
。
浜
崎
オ
ン
（
キ
フ
ァ
オ
ン
）
は
、
住
宅
地
を
抜
け
た
川
平
湾
岸
に
あ
る
。
　
底
地
オ
ン
以
外
の
四
つ
の
オ
ン
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
「
拝
殿
」
と
い
う
、
畳
六
畳
分
に
満
た
な
い
ほ
ど
の
広
さ
の
木
造
の
建
物
と
、
石
垣
で
仕
切
ら
れ
香
炉
が
置
か
れ
る
空
間
「
ウ
ブ
（
イ
ビ
と
も
）
」
が
あ
る
。
こ
の
ウ
ブ
の
空
間
に
は
、
本
稿
で
着
目
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
る
女
性
神
役
「
ツ
カ
サ
（
司
）
」
の
み
し
か
、
基
本
的
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ツ
カ
サ
は
四
つ
の
オ
ン
の
そ
れ
ぞ
れ
に
一
人
ず
つ
決
ま
っ
て
お
り
、
一
年
に
二
十
六
回
あ
る
儀
礼
の
ほ
と
ん
ど
に
お
い
て
、
ウ
ブ
の
中
で
香
を
た
き
、
神
に
供
物
を
上
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
な
が
ら
、
唱
え
言
「
カ
ン
フ
ツ
（
神
口
）
」
を
唱
え
る
。
　
ツ
カ
サ
の
ほ
か
に
も
、
四
つ
の
オ
ン
の
そ
れ
ぞ
れ
に
所
属
す
る
形
で
、
年
中
儀
礼
に
携
わ
る
男
性
、
女
性
の
神
役
が
決
ま
っ
て
い
る
。
ま
ず
男
性
神
役
の
「
カ
ン
マ
ン
ガ
ー
」
は
、
オ
ン
ご
と
に
定
ま
る
「
カ
ン
ム
ト
ゥ
ヤ
ー
（
神
元
家
）
」
の
当
主
が
代
々
つ
と
め
る
。
カ
ン
ム
ト
ゥ
ヤ
ー
の
多
く
は
各
オ
ン
の
創
始
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
家
で
あ
り
、
カ
ン
マ
ン
ガ
ー
は
カ
ン
ム
ト
ゥ
ヤ
ー
の
長
男
が
受
け
継
い
で
い
く
。
カ
ン
マ
ン
ガ
ー
は
、
い
わ
ば
オ
ン
の
管
理
責
任
者
で
あ
り
、
年
中
儀
礼
を
執
行
す
る
う
え
で
の
実
務
は
、
次
に
述
べ
る
ス
ー
ダ
イ
と
ム
ラ
ブ
サ
が
受
け
持
つ
。
　
「
ス
ー
ダ
イ
（
総
代
、
神
事
総
代
）
」
と
呼
ば
れ
る
男
性
神
役
と
、
そ
の
補
佐
役
の
「
ム
ラ
ブ
サ
（
村
補
佐
）
」
は
、
各
オ
ン
に
一
人
ず
つ
決
め
ら
れ
、
四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
一
年
間
が
任
期
で
あ
る
。
ス
ー
ダ
イ
は
供
物
や
祭
具
を
用
意
・
運
搬
・
設
置
・
撤
収
す
る
な
ど
、
儀
礼
の
場
を
整
え
、
片
付
け
る
こ
と
に
関
す
る
作
業
の
全
般
に
あ
た
る
。
ム
ラ
ブ
サ
は
、
オ
ン
の
掃
除
な
ど
、
ス
ー
ダ
イ
の
下
で
儀
礼
執
行
に
関
わ
る
作
業
を
補
佐
す
る
。
　
な
お
、
川
平
の
住
民
は
、
底
地
オ
ン
以
外
の
四
つ
の
オ
ン
の
い
ず
れ
か
に
、
「
イ
ビ
ニ
ン
ジ
ュ
（
イ
ビ
人
数
）
」
と
し
て
所
属
し
て
い
る
。
所
属
は
家
族
単
位
で
、
各
家
の
当
主
の
所
属
が
、
そ
の
家
の
所
属
と
し
て
代
々
受
け
継
が
れ
る
。
ス
ー
ダ
イ
や
ム
ラ
ブ
サ
は
、
各
オ
ン
の
イ
ビ
ニ
ン
ジ
ュ
か
ら
選
出
さ
れ
る
。
　
こ
れ
に
対
し
、
次
に
述
べ
る
女
性
神
役
の
「
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
」
や
ツ
カ
サ
は
、
イ
ビ
ニ
ン
ジ
ュ
と
し
て
の
所
属
先
と
は
異
な
る
オ
ン
の
神
役
と
し
て
就
任
す
る
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
や
ツ
カ
サ
が
、
父
系
で
継
承
さ
れ
る
各
家
の
オ
ン
所
属
と
は
別
の
基
準
に
よ
っ
て
就
任
す
る
か
ら
で
あ
る
。
　
女
性
神
役
の
「
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
」
は
、
体
調
の
異
変
や
家
畜
の
死
、
ユ
タ
か
ら
の
託
宣
と
い
っ
た
様
々
な
出
来
事
を
き
っ
か
け
と
し
て
自
ら
申
し
出
て
就
任
す
る
神
役
で
あ
り
、
各
オ
ン
に
数
人
ず
つ
い
る
。
年
に
数
回
、
ツ
カ
サ
と
共
に
オ
ン
内
の
ウ
ブ
に
入
り
、
供
物
の
上
げ
下
げ
を
手
伝
い
な
が
ら
、
ツ
カ
サ
の
祈
願
に
伴
う
。
筆
者
が
聞
い
た
範
囲
で
は
、
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
と
な
る
女
性
は
父
方
の
祖
母
も
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
で
あ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
が
、
比
嘉
〔
一
九
八
三
一
二
二
三
〕
に
よ
れ
ば
母
系
血
縁
に
沿
っ
た
継
承
も
多
数
あ
る
。
　
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
は
ま
た
、
ツ
カ
サ
選
出
の
際
に
候
補
者
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
全
て
の
ツ
カ
サ
が
以
前
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
で
あ
っ
た
と
は
限
ら
ず
、
儀
礼
と
は
関
わ
り
の
薄
か
っ
た
女
性
が
ツ
カ
サ
に
就
任
す
る
場
合
も
あ
る
。
　
ツ
カ
サ
は
、
基
本
的
に
特
定
の
血
筋
の
女
性
か
ら
選
ば
れ
る
。
群
星
オ
ン
、
宮
鳥
オ
ン
、
浜
崎
オ
ン
に
お
い
て
は
、
ツ
カ
サ
は
カ
ン
ム
ト
ゥ
ヤ
ー
に
父
系
で
つ
な
が
る
女
性
か
ら
出
さ
れ
る
の
が
基
本
で
あ
る
が
、
山
川
オ
ン
に
お
い
て
は
、
カ
ン
マ
ン
ガ
ー
を
出
す
カ
ン
ム
ト
ゥ
ヤ
ー
と
ツ
カ
サ
を
出
す
家
系
は
長
ら
く
別
で
あ
っ
た
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
オ
ン
の
由
来
伝
承
に
お
い
て
オ
ン
の
創
設
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
人
間
の
血
を
引
く
女
性
か
ら
、
ツ
カ
サ
は
選
ば
れ
て
き
た
。
ツ
カ
サ
の
選
出
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と
就
任
の
過
程
に
つ
い
て
は
次
章
で
述
べ
る
が
、
年
中
儀
礼
を
概
観
し
て
お
く
。
②
年
中
儀
礼
そ
の
前
に
次
節
に
お
い
て
川
平
の
　
川
平
で
は
毎
年
十
二
月
、
各
家
に
B
4
用
紙
一
枚
の
神
事
日
程
表
が
配
ら
れ
、
こ
れ
に
沿
っ
て
儀
礼
が
行
な
わ
れ
る
。
次
の
表
は
、
平
成
十
八
年
度
の
神
事
日
程
表
を
番
　
号
願
　
い
　
名
新
　
　
暦
旧
　
　
暦
十
干
十
二
支
一
種
子
取
り
祭
十
二
月
二
十
四
日
十
一
月
二
十
三
日
み
ず
の
え
　
う
ま
二
石
払
い
一
月
十
二
日
十
二
月
十
三
日
か
の
と
　
う
し
三
し
な
ー
む
の
ん
一
月
二
十
四
日
十
二
月
二
十
五
日
み
ず
の
と
　
う
し
四
旧
正
月
一
月
二
十
九
日
一
月
一
日
つ
ち
の
え
　
う
ま
五
火
の
神
の
願
い
二
月
一
日
一
月
四
日
か
の
と
　
と
り
六
そ
ー
ら
い
二
月
十
日
一
月
十
三
日
か
の
え
　
う
ま
七
や
ー
ら
願
い
三
月
二
日
二
月
三
日
か
の
え
　
と
ら
八
二
月
た
か
び
三
月
二
十
四
日
二
月
二
十
五
日
み
ず
の
え
　
ね
九
二
月
む
の
ん
三
月
二
十
五
日
二
月
二
十
六
日
み
ず
の
と
　
う
し
十
草
葉
願
い
四
月
二
十
三
日
三
月
二
十
六
日
み
ず
の
え
　
う
ま
十
一
麦
豆
ぬ
初
上
げ
五
月
十
七
日
四
月
二
十
日
ひ
の
え
　
う
ま
十
二
穂
ぬ
む
の
ん
五
月
二
十
四
日
四
月
二
十
七
日
み
ず
の
と
　
う
し
十
三
ふ
る
ず
ん
む
の
ん
六
月
十
一
日
五
月
十
六
日
か
の
と
　
ひ
つ
じ
十
四
海
止
み
山
止
み
六
月
十
六
日
五
月
二
十
一
日
ひ
の
え
　
ね
十
五
す
く
ま
願
い
六
月
十
九
日
五
月
二
十
四
日
つ
ち
の
と
　
う
十
六
豊
年
祭
七
月
十
二
日
六
月
十
七
日
み
ず
の
え
　
と
ら
十
七
結
願
祭
十
月
二
十
日
八
月
二
十
九
日
み
ず
の
え
　
う
ま
十
八
結
願
祭
翌
日
の
む
の
ん
十
月
二
十
一
日
八
月
三
十
日
み
ず
の
と
　
ひ
つ
じ
十
九
世
願
い
十
月
二
十
六
日
九
月
五
日
つ
ち
の
え
　
ね
二
十
九
月
九
日
十
月
三
十
日
九
月
九
日
み
ず
の
え
　
た
つ
二
十
一
節
祭
十
一
月
五
日
九
月
十
五
日
つ
ち
の
え
　
い
ぬ
二
十
二
オ
ー
セ
井
戸
願
い
十
一
月
六
日
九
月
十
六
日
つ
ち
の
と
　
い
二
十
三
節
祭
正
日
十
一
月
七
日
九
月
十
七
日
か
の
え
　
ね
二
十
四
神
願
い
十
一
月
九
日
九
月
十
九
日
み
ず
の
え
　
と
ら
二
十
五
十
月
祭
十
一
月
十
八
日
九
月
二
十
八
日
か
の
と
　
い
二
十
六
麦
粟
の
種
子
出
し
十
二
月
十
五
日
十
月
二
十
五
日
つ
ち
の
え
　
と
ら
転
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
川
平
の
儀
礼
で
は
基
本
的
に
、
農
作
業
の
手
順
に
応
じ
て
行
な
わ
れ
る
作
物
の
生
育
祈
願
と
、
住
民
の
健
康
祈
願
が
な
さ
れ
る
。
　
儀
礼
の
日
取
り
は
、
ツ
カ
サ
や
ス
ー
ダ
イ
な
ど
の
神
役
が
毎
年
十
二
月
に
決
め
る
。
儀
礼
ご
と
に
ふ
さ
わ
し
い
と
さ
れ
る
十
干
十
二
支
や
旧
暦
の
日
付
が
あ
り
、
そ
れ
を
も
と
に
あ
ら
か
じ
め
在
任
期
間
が
最
も
長
い
ツ
カ
サ
が
候
補
日
を
取
っ
た
う
え
で
、
十
二
月
に
他
の
ツ
カ
サ
や
ス
ー
ダ
イ
と
集
ま
っ
て
候
補
日
を
も
と
に
相
談
し
、
最
終
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
的
に
決
め
る
と
い
う
。
　
日
程
表
で
は
毎
年
、
新
暦
の
年
末
年
始
に
行
な
わ
れ
る
儀
礼
に
番
号
コ
」
が
付
さ
れ
る
。
し
か
し
番
号
コ
」
が
付
さ
れ
た
儀
礼
が
、
儀
礼
の
内
容
か
ら
見
た
周
期
の
初
め
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
儀
礼
の
内
容
の
う
え
で
の
一
年
の
区
切
り
は
、
結
願
祭
と
節
祭
に
あ
る
。
そ
の
年
の
諸
作
物
の
収
穫
を
神
に
感
謝
す
る
結
願
祭
で
一
年
の
祈
願
が
終
わ
り
、
新
し
い
年
の
幸
せ
を
願
う
節
祭
で
ま
た
周
期
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
　
表
で
は
二
十
一
番
の
み
が
「
節
祭
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
表
で
の
二
十
一
番
か
ら
二
十
四
番
「
神
願
い
」
ま
で
の
五
日
間
が
節
祭
で
あ
る
。
さ
ら
に
細
か
く
見
る
と
、
年
の
区
切
り
は
節
祭
二
日
目
の
「
オ
ー
セ
井
戸
願
い
」
と
三
日
目
の
「
節
祭
正
日
」
の
間
に
あ
る
。
節
祭
初
日
の
夜
に
は
、
集
落
の
各
戸
に
蓑
笠
を
身
に
着
け
た
来
訪
神
「
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
」
が
訪
れ
、
来
る
年
に
も
た
ら
さ
れ
る
べ
き
幸
せ
を
よ
み
込
ん
だ
長
大
な
唱
え
言
を
唱
え
る
。
翌
日
は
大
晦
日
に
あ
た
り
、
集
落
内
の
井
戸
を
さ
ら
い
、
夕
方
に
は
各
戸
の
門
前
に
海
浜
か
ら
取
っ
て
き
た
白
砂
で
鳥
居
の
形
を
描
く
。
変
わ
っ
て
「
節
祭
正
日
」
に
な
る
と
、
か
つ
て
は
新
年
を
祝
っ
て
村
中
徹
夜
で
歌
い
踊
り
、
こ
れ
に
そ
な
え
た
稽
古
も
前
々
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
現
在
は
獅
子
舞
と
、
ツ
カ
サ
に
よ
る
祈
願
及
び
神
役
な
ど
一
部
の
人
々
に
よ
る
小
規
模
な
宴
が
も
た
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
儀
礼
暦
上
の
新
年
の
始
ま
り
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
　
旧
正
月
で
も
、
年
中
儀
礼
の
一
つ
と
し
て
「
御
嶽
の
神
に
年
始
の
御
挨
拶
を
申
し
446
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上
げ
る
」
〔
川
平
村
の
歴
史
編
纂
委
員
会
（
編
）
一
九
七
六
　
一
四
五
〕
。
一
方
で
新
暦
の
正
月
に
も
、
各
家
で
正
月
飾
り
を
し
て
正
月
料
理
を
作
り
、
親
戚
や
知
り
合
い
の
間
で
年
始
の
挨
拶
を
交
わ
す
。
こ
の
よ
う
に
現
在
の
川
平
で
は
、
複
数
の
「
年
の
か
わ
り
め
」
が
並
存
し
て
い
る
。
　
た
だ
、
農
業
従
事
者
の
減
少
と
賃
金
労
働
者
の
増
加
を
一
つ
の
背
景
に
、
川
平
で
も
旧
暦
や
儀
礼
上
の
暦
は
ほ
と
ん
ど
意
識
せ
ず
に
、
新
暦
に
基
づ
い
て
生
活
す
る
人
が
大
半
に
な
っ
て
い
る
。
神
事
日
程
表
が
各
戸
に
配
ら
れ
て
は
い
て
も
、
集
落
の
多
く
の
人
が
参
加
す
る
大
規
模
な
儀
礼
に
つ
い
て
は
辛
う
じ
て
日
程
を
把
握
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
大
部
分
の
儀
礼
に
つ
い
て
は
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
気
付
か
な
い
、
と
い
う
人
も
多
い
。
一
方
で
ツ
カ
サ
は
、
他
の
人
と
同
じ
よ
う
に
新
暦
の
正
月
も
支
度
し
て
祝
う
が
、
集
落
の
儀
礼
に
深
く
携
わ
り
儀
礼
全
般
の
責
任
を
重
く
負
う
こ
と
か
ら
、
儀
礼
上
の
暦
を
強
く
意
識
し
て
日
常
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
ツ
カ
サ
は
儀
礼
の
準
備
と
執
行
に
多
く
の
時
間
を
費
や
す
た
め
、
日
常
の
仕
事
を
す
る
う
え
で
も
儀
礼
日
程
と
の
兼
ね
合
い
を
考
え
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
以
上
に
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
ツ
カ
サ
は
各
儀
礼
の
目
的
に
沿
っ
た
祈
願
行
為
を
し
、
祈
願
内
容
に
沿
っ
た
唱
え
言
「
カ
ン
フ
ツ
」
を
唱
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
川
平
の
各
々
の
儀
礼
の
意
味
合
い
と
相
互
の
連
関
、
儀
礼
に
お
け
る
季
節
や
時
間
の
流
れ
を
誰
よ
り
も
把
握
し
て
い
る
。
　
以
上
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
現
在
の
川
平
に
お
い
て
は
、
儀
礼
の
枠
組
み
の
中
で
祈
ら
れ
る
こ
と
と
人
び
と
の
現
実
の
生
活
と
が
完
全
に
は
一
致
し
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
農
作
物
に
関
す
る
儀
礼
の
暦
は
、
現
在
川
平
で
作
ら
れ
て
い
る
二
期
米
で
は
な
く
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
頃
ま
で
八
重
山
一
円
で
作
ら
れ
て
い
た
在
来
種
の
稲
〔
渡
部
一
九
八
四
　
六
九
〕
の
農
事
暦
に
沿
っ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
に
作
ら
れ
始
め
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
な
ど
に
つ
い
て
の
儀
礼
は
、
今
の
と
こ
ろ
行
　
　
　
　
　
　
（
4
）
な
わ
れ
て
い
な
い
。
　
し
か
し
現
在
の
儀
礼
に
お
い
て
も
、
ツ
カ
サ
は
稲
の
初
上
げ
で
あ
る
「
す
く
ま
願
い
」
や
、
稲
の
収
穫
感
謝
祭
「
豊
年
祭
」
の
時
期
が
、
現
在
作
っ
て
い
る
米
の
収
穫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
の
時
期
と
合
う
よ
う
に
気
に
か
け
て
い
る
。
ま
た
実
際
に
こ
れ
ら
の
儀
礼
で
は
、
そ
の
年
の
稲
の
初
が
上
げ
ら
れ
、
新
米
で
作
っ
た
神
酒
や
餅
が
供
物
と
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
農
事
暦
と
従
来
か
ら
の
儀
礼
暦
は
結
果
的
に
は
完
全
に
不
一
致
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
従
来
の
儀
礼
の
枠
組
み
の
中
に
、
現
在
の
生
活
に
基
づ
く
祈
願
内
容
が
ど
の
よ
う
に
織
り
込
ま
れ
る
の
か
、
両
者
を
す
り
合
わ
せ
る
論
理
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
を
続
け
た
い
。
こ
こ
で
は
、
人
び
と
の
実
際
の
生
活
と
儀
礼
内
容
と
の
間
に
く
い
違
い
が
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
そ
れ
で
も
ツ
カ
サ
を
始
め
と
す
る
神
役
を
中
心
に
、
大
き
な
労
力
が
注
が
れ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
川
平
の
儀
礼
の
う
ち
、
本
稿
で
ま
だ
ふ
れ
て
い
な
い
も
の
を
中
心
に
、
主
に
ツ
カ
サ
の
立
場
か
ら
概
観
し
て
お
く
。
　
水
稲
を
播
種
す
る
こ
と
を
神
に
報
告
す
る
「
種
子
取
り
祭
」
、
播
種
し
た
種
籾
か
ら
成
長
し
た
稲
を
田
に
植
え
始
め
る
こ
と
を
神
に
報
告
し
、
順
調
な
生
育
を
祈
願
す
る
「
そ
ー
ら
い
」
、
収
穫
を
目
前
に
控
え
た
稲
が
潮
害
や
風
害
を
免
れ
る
よ
う
に
祈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
願
す
る
「
海
止
み
山
止
み
」
、
ま
た
麦
粟
を
播
種
す
る
こ
と
を
神
に
報
告
す
る
「
麦
粟
ぬ
種
子
出
し
」
と
、
収
穫
さ
れ
た
麦
や
豆
の
初
物
を
神
に
上
げ
る
「
麦
豆
ぬ
初
上
げ
」
は
、
ツ
カ
サ
が
一
人
ず
つ
自
分
の
担
当
す
る
オ
ン
に
お
い
て
祈
願
を
行
な
う
儀
礼
で
あ
る
。
ツ
カ
サ
の
み
に
よ
っ
て
静
か
に
目
立
た
ず
に
行
な
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
儀
礼
は
、
集
落
の
人
び
と
の
認
知
度
が
低
い
だ
け
で
な
く
、
先
行
研
究
も
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
一
人
で
行
な
う
儀
礼
に
つ
い
て
ツ
カ
サ
は
次
の
よ
う
に
　
（
7
）
話
す
。
こ
の
祈
願
は
、
ツ
カ
サ
一
人
で
ソ
ー
ツ
（
静
粛
）
の
中
で
や
る
も
の
だ
か
ら
、
人
に
は
見
せ
ら
れ
な
い
。
ス
ー
ダ
イ
（
総
代
）
た
ち
も
い
る
祈
願
な
ら
、
（
あ
な
た
も
）
見
て
も
い
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
四
年
六
月
二
日
、
C
さ
ん
談
、
ご
自
宅
に
て
）
こ
れ
は
、
「
海
止
み
山
止
み
」
の
調
査
を
申
し
入
れ
た
時
の
、
ツ
カ
サ
か
ら
の
返
447
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答
で
あ
る
。
ツ
カ
サ
一
人
で
行
な
う
小
規
模
な
儀
礼
は
、
当
日
で
あ
っ
て
も
住
民
の
多
く
が
気
付
か
な
い
ほ
ど
に
目
立
た
ず
に
行
な
わ
れ
る
が
、
ツ
カ
サ
に
と
っ
て
は
小
規
模
ゆ
え
の
「
ソ
ー
ツ
（
静
粛
）
」
が
守
ら
れ
る
べ
き
厳
格
な
儀
礼
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
「
物
忌
み
」
を
意
味
す
る
「
む
の
ん
」
の
儀
礼
も
、
同
様
に
静
か
に
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
祈
願
は
他
の
ニ
ガ
イ
（
願
い
、
祈
願
）
と
ち
が
っ
て
、
ツ
カ
サ
ニ
人
で
朝
か
ら
水
も
飲
ま
ず
何
も
食
べ
ず
に
、
お
昼
ま
で
オ
ン
に
誰
も
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
、
間
違
え
が
な
い
よ
う
に
静
か
に
静
か
に
す
る
願
い
だ
か
ら
、
す
み
ま
せ
ん
が
（あ
な
た
を
）
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
よ
ー
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
四
年
五
月
二
十
一
日
、
D
さ
ん
談
、
ご
自
宅
に
て
）
　
こ
れ
は
、
「
ふ
る
ず
ん
む
の
ん
」
（
実
の
付
き
始
め
た
稲
の
風
害
・
病
害
除
け
祈
願
）
の
調
査
を
申
し
入
れ
た
時
の
、
ツ
カ
サ
か
ら
の
返
答
で
あ
る
。
む
の
ん
の
儀
礼
で
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
か
つ
て
は
集
落
中
で
静
粛
を
保
ち
、
ツ
カ
サ
が
海
の
近
く
の
小
屋
で
夜
籠
り
し
た
と
い
う
が
、
現
在
は
群
星
オ
ン
の
ツ
カ
サ
一
人
と
、
も
う
一
人
の
ツ
カ
サ
（
山
川
、
宮
鳥
、
浜
崎
オ
ン
の
ツ
カ
サ
が
交
替
で
あ
た
る
）
の
二
人
で
、
群
星
オ
ン
に
お
い
て
祈
願
す
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
む
の
ん
の
儀
礼
に
は
、
稲
の
苗
の
生
育
を
祈
願
す
る
「
し
な
ー
む
の
ん
」
、
農
作
物
の
害
虫
払
い
を
祈
願
す
る
「
二
月
む
の
ん
」
、
穂
の
出
た
稲
の
害
虫
・
風
害
除
け
祈
願
で
あ
る
「
穂
ぬ
む
の
ん
」
、
農
作
物
の
作
付
け
前
に
行
な
う
「
結
願
祭
翌
日
の
む
の
ん
」
が
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
な
ツ
カ
サ
の
み
で
行
な
う
儀
礼
は
、
ツ
カ
サ
以
外
の
人
が
祈
願
の
場
に
立
ち
入
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
多
く
の
人
が
知
ら
な
い
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
多
く
の
人
は
こ
れ
ら
の
儀
礼
自
体
に
つ
い
て
よ
く
知
ら
な
い
。
一
方
で
、
以
上
の
例
と
同
様
に
「
儀
礼
執
行
中
の
ツ
カ
サ
達
に
接
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
、
次
に
述
べ
る
「
や
ー
ら
願
い
」
で
は
集
落
中
に
伝
え
ら
れ
る
。
や
ー
ら
願
い
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
先
行
研
究
に
お
い
て
も
禁
忌
の
あ
る
儀
礼
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
「
ツ
カ
サ
を
見
て
は
い
け
な
い
儀
礼
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
　
「
や
ー
ら
願
い
」
は
「
ニ
ラ
ン
タ
フ
ヤ
ン
（
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
）
の
作
物
の
神
に
、
農
作
物
の
作
付
始
め
を
報
告
す
る
」
〔
川
平
村
の
歴
史
編
纂
委
員
会
（
編
）
一
九
七
六
‥
八
二
〕
儀
礼
で
、
浜
崎
オ
ン
の
ツ
カ
サ
以
外
の
三
人
の
ツ
カ
サ
が
、
午
前
中
に
宮
鳥
、
山
川
、
群
星
の
三
つ
の
オ
ン
を
ま
わ
り
、
午
後
に
底
地
オ
ン
ま
で
行
っ
て
祈
願
を
行
な
う
。
こ
の
と
き
底
地
オ
ン
ま
で
歩
い
て
い
く
ツ
カ
サ
達
に
、
一
般
の
人
び
と
が
出
会
っ
て
は
い
け
な
い
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
や
ー
ら
願
い
の
日
程
は
人
び
と
に
周
知
さ
れ
る
〔
川
平
村
の
歴
史
編
纂
委
員
会
（
編
）
一
九
七
六
一
八
二
〕
。
　
「
ニ
ラ
ン
タ
フ
ヤ
ン
」
の
神
は
、
や
ー
ら
願
い
の
次
の
、
神
に
稲
の
植
え
付
け
が
完
了
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
儀
礼
「
二
月
た
か
び
」
で
川
平
に
迎
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
御
嶽
の
神
座
に
は
ニ
ラ
ン
タ
フ
ヤ
ン
の
神
と
、
御
嶽
の
神
が
一
緒
に
お
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
」
〔
川
平
村
の
歴
史
編
纂
委
員
会
（
編
）
一
九
七
六
一
八
三
〕
と
い
う
。
二
月
た
か
び
で
は
、
各
オ
ン
に
ツ
カ
サ
の
ほ
か
男
性
神
役
の
ス
ー
ダ
イ
、
ム
ラ
ブ
サ
が
供
物
を
持
っ
て
集
ま
る
。
た
だ
し
ス
ー
ダ
イ
達
が
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
オ
ン
の
中
の
ウ
ブ
の
外
ま
で
で
あ
り
祈
願
は
ツ
カ
サ
の
み
が
ウ
ブ
内
で
行
な
う
。
　
こ
の
よ
う
に
オ
ン
に
お
け
る
ツ
カ
サ
の
祈
願
に
男
性
神
役
の
ス
ー
ダ
イ
や
ム
ラ
ブ
サ
が
伴
う
儀
礼
に
は
ほ
か
に
、
「
す
く
ま
願
い
」
、
「
十
月
祭
」
が
あ
る
。
「
す
く
ま
願
い
」
で
は
稲
の
初
穂
を
上
げ
、
刈
り
取
り
を
始
め
る
こ
と
を
神
に
報
告
す
る
。
「
十
月
祭
」
は
、
旧
暦
十
月
の
、
川
平
に
お
け
る
季
節
の
か
わ
り
め
の
時
期
に
、
住
民
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
健
康
を
願
う
祈
願
で
あ
る
。
　
ツ
カ
サ
、
ス
ー
ダ
イ
、
ム
ラ
ブ
サ
の
ほ
か
に
、
「
ウ
ヤ
シ
ュ
ウ
（
親
衆
）
」
と
呼
ば
れ
る
六
十
五
歳
以
上
の
男
性
が
祈
願
に
加
わ
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
と
き
は
儀
礼
当
日
の
早
朝
か
ら
群
星
、
山
川
、
宮
鳥
、
浜
崎
の
四
つ
の
オ
ン
を
ま
わ
っ
て
祈
願
す
る
「
オ
ン
マ
イ
リ
（
御
嶽
参
り
）
」
が
行
な
わ
れ
る
。
オ
ン
マ
イ
リ
は
、
稲
や
諸
作
物
の
葉
や
茎
が
丈
夫
に
育
つ
よ
う
に
祈
願
す
る
「
草
葉
願
い
」
、
稲
の
収
穫
感
謝
祭
「
豊
年
祭
」
の
午
前
中
の
儀
礼
過
程
、
諸
作
物
の
収
穫
感
謝
祭
「
結
願
祭
」
の
午
前
中
、
来
年
の
住
民
の
健
康
を
願
う
「
世
願
い
」
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
。
ツ
カ
サ
は
、
ま
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わ
っ
た
先
々
の
オ
ン
に
お
い
て
、
四
人
で
ウ
ブ
に
入
り
、
祈
願
を
行
な
う
。
　
豊
年
祭
、
結
願
祭
、
節
祭
は
「
川
平
の
三
大
祭
」
と
言
わ
れ
、
集
落
中
の
多
く
の
人
が
参
加
す
る
大
規
模
な
儀
礼
で
あ
る
。
豊
年
祭
の
日
は
午
後
、
各
オ
ン
に
イ
ビ
ニ
ン
ジ
ュ
が
手
料
理
を
持
っ
て
集
ま
る
中
、
ツ
カ
サ
は
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
と
と
も
に
何
度
も
ウ
ブ
内
に
入
っ
て
、
祈
願
を
行
な
う
。
結
願
祭
で
は
、
群
星
オ
ン
に
集
落
中
の
人
々
が
集
ま
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
奉
納
芸
能
を
行
な
う
。
ま
た
初
日
に
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
が
現
わ
れ
る
節
祭
で
は
、
五
日
目
の
「
神
願
い
」
に
お
い
て
、
「
二
月
た
か
び
」
で
迎
え
た
「
ニ
ラ
ン
タ
フ
ヤ
ン
」
の
神
を
集
落
か
ら
送
り
返
す
祈
願
が
行
な
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
こ
の
日
の
午
後
、
ツ
カ
サ
、
ス
ー
ダ
イ
、
ム
ラ
ブ
サ
と
、
「
神
事
部
顧
問
」
の
男
性
、
「
二
ー
ム
ツ
ピ
ト
ゥ
（
荷
物
持
ち
）
」
役
の
女
性
が
公
民
館
に
集
ま
り
群
星
オ
ン
に
向
か
い
、
オ
ン
で
ツ
カ
サ
達
が
祈
願
し
た
後
、
こ
こ
か
ら
ツ
カ
サ
と
ニ
ー
ム
ツ
ピ
ト
ゥ
の
女
性
達
の
み
が
底
地
オ
ン
に
向
か
い
、
ニ
ラ
ン
タ
フ
ヤ
ン
を
送
る
祈
願
を
行
な
う
。
ツ
カ
サ
達
が
底
地
オ
ン
か
ら
公
民
館
へ
戻
る
と
、
集
落
の
多
く
の
人
が
集
ま
る
祝
宴
「神
座
遊
び
」
が
開
か
れ
、
舞
台
上
で
歌
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
る
。
　
健
康
祈
願
で
あ
る
「
旧
正
月
」
や
「
九
月
九
日
」
で
は
、
各
オ
ン
に
イ
ビ
ニ
ン
ジ
ユ
が
集
ま
る
中
で
、
ツ
カ
サ
は
ウ
ブ
に
お
い
て
供
物
を
そ
な
え
て
祈
る
。
ま
た
旧
暦
一
月
四
日
に
行
な
わ
れ
る
「
火
の
神
の
願
い
」
で
は
、
火
の
神
が
祀
ら
れ
る
「
ピ
ー
ヌ
カ
ン
ヌ
ヤ
ー
（
火
の
神
の
家
、
公
民
館
横
に
あ
る
）
」
に
供
物
を
持
っ
た
ス
ー
ダ
イ
、
ム
ラ
ブ
サ
が
集
ま
り
、
ツ
カ
サ
は
一
年
間
火
の
神
の
加
護
が
あ
る
よ
う
に
祈
る
。
　
「
石
払
い
」
は
、
田
を
荒
ら
す
猪
の
害
を
除
け
る
祈
願
で
あ
る
。
石
払
い
の
日
は
、
ツ
カ
サ
四
人
が
山
川
オ
ン
に
一
晩
夜
こ
も
り
し
て
祈
願
を
行
な
う
。
な
お
、
結
願
祭
に
あ
た
っ
て
は
三
日
前
か
ら
、
各
オ
ン
に
ツ
カ
サ
と
イ
ビ
ニ
ン
ジ
ュ
の
女
性
達
及
び
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
が
夜
こ
も
り
す
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
概
観
す
る
だ
け
で
も
、
ツ
カ
サ
が
川
平
の
年
中
儀
礼
に
お
い
て
多
く
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ツ
カ
サ
の
重
要
な
職
務
は
祈
願
で
あ
る
が
、
祈
願
を
す
る
時
以
外
で
も
、
例
え
ば
大
勢
の
人
が
集
ま
る
儀
礼
に
お
い
て
奉
納
芸
能
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
間
な
ど
も
、
皆
の
前
で
姿
勢
を
正
し
て
正
座
を
崩
さ
ず
に
座
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
ツ
カ
サ
に
は
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
ツ
カ
サ
と
し
て
の
態
度
が
求
め
ら
れ
る
。
ツ
カ
サ
と
し
て
の
振
る
舞
い
へ
の
要
請
は
、
前
原
〔
二
〇
〇
二
ニ
ハ
ニ
ー
四
〕
が
述
べ
る
よ
う
に
、
儀
礼
の
場
以
外
の
日
常
の
場
に
及
ぶ
こ
　
　
　
（
1
4
）
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
集
落
の
儀
礼
に
深
く
関
わ
る
存
在
と
し
て
の
ツ
カ
サ
は
、
川
平
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
選
ば
れ
る
の
か
。
選
ば
れ
た
女
性
は
ど
の
よ
う
な
背
景
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
就
任
に
至
る
の
か
。
ま
た
、
ツ
カ
サ
が
身
に
つ
け
る
知
識
の
中
で
も
特
に
ツ
カ
サ
に
固
有
の
、
「
カ
ン
フ
ツ
」
と
い
う
唱
え
言
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
ば
な
の
か
。
次
章
か
ら
、
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
述
べ
て
い
く
。
②
神
役
へ
の
就
任
　
こ
こ
で
は
、
一
人
の
女
性
が
ど
の
よ
う
に
し
て
ツ
カ
サ
に
な
っ
て
い
く
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。
具
体
的
に
は
、
二
〇
〇
二
年
に
就
任
し
た
A
さ
ん
（
一
九
三
七
年
生
）
と
、
一
九
九
六
年
に
就
任
し
た
B
さ
ん
の
事
例
を
主
に
報
告
し
な
が
ら
検
討
を
加
え
て
い
く
。
　
川
平
の
ツ
カ
サ
は
任
期
制
で
は
な
い
が
終
身
制
で
も
な
く
、
交
代
は
概
ね
、
前
任
者
が
高
齢
な
ど
の
理
由
に
よ
り
神
役
を
勤
め
き
れ
な
く
な
っ
た
と
き
に
起
こ
る
。
子
、
寅
、
午
、
な
ど
の
「
神
年
」
と
さ
れ
る
年
に
の
み
交
代
の
手
続
き
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
　
交
代
の
流
れ
に
つ
い
て
二
〇
〇
二
年
の
例
を
挙
げ
る
と
、
ま
ず
、
退
任
願
い
の
書
面
が
前
任
者
か
ら
「
神
事
部
」
に
提
出
さ
れ
る
。
神
事
部
と
は
、
男
性
神
役
の
ス
ー
ダ
イ
や
ム
ラ
ブ
サ
、
及
び
ツ
カ
サ
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
年
中
儀
礼
の
執
行
に
主
に
携
わ
る
組
織
で
あ
る
。
ツ
カ
サ
の
退
任
願
い
が
受
理
さ
れ
る
と
、
前
任
者
の
在
任
中
に
後
任
者
を
決
め
る
神
籔
が
行
な
わ
れ
る
。
　
神
籔
の
四
ヶ
月
後
、
前
任
者
が
神
役
を
降
り
る
儀
式
「
神
暇
願
い
（
カ
ン
イ
ト
マ
ネ
ガ
イ
）
」
が
行
な
わ
れ
る
。
そ
の
三
日
後
、
後
任
者
の
就
任
儀
礼
「
ヤ
マ
ダ
キ
」
が
行
な
わ
れ
、
以
降
、
後
任
者
が
儀
礼
に
お
け
る
祈
願
を
担
っ
て
い
く
。
449
国立歴史民俗博物館研究報告
　第142集2008年3月
①
ツ
カ
サ
の
選
出
　
就
任
過
程
の
中
で
ま
ず
、
後
任
者
を
決
め
る
神
筆
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
　
琉
球
諸
島
に
お
い
て
、
く
じ
に
よ
る
神
役
選
出
を
行
な
う
地
域
は
、
大
越
〔
一
九
八
六
二
六
四
ー
一
七
六
〕
に
よ
れ
ば
、
宮
古
・
入
重
山
に
多
い
。
大
越
や
佐
々
木
二
九
八
〇
一
一
七
七
ー
八
〕
が
報
告
す
る
宮
古
の
諸
集
落
に
お
け
る
く
じ
の
方
法
が
、
神
役
や
部
落
役
員
な
ど
が
代
表
し
て
く
じ
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
川
平
の
場
合
は
、
何
人
か
の
候
補
者
が
自
分
で
く
じ
を
引
く
。
　
く
じ
を
引
く
ツ
カ
サ
候
補
者
は
基
本
的
に
、
各
オ
ン
に
決
ま
っ
て
い
る
、
ツ
カ
サ
を
継
ぐ
べ
き
カ
ン
ム
ト
ゥ
ヤ
ー
（
神
元
家
）
の
血
筋
を
引
く
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
。
既
に
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
に
な
っ
て
い
る
人
が
候
補
者
と
な
る
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
今
回
報
告
す
る
二
〇
〇
二
年
の
事
例
で
は
、
従
来
の
ツ
カ
サ
の
血
筋
で
は
な
い
女
性
が
く
じ
を
引
き
、
選
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
　
交
代
す
る
ツ
カ
サ
の
オ
ン
に
お
い
て
候
補
者
達
が
円
形
に
座
り
、
く
じ
を
載
せ
た
盆
を
一
人
の
現
役
ツ
カ
サ
が
捧
げ
持
っ
て
一
巡
目
は
右
回
り
、
二
巡
目
は
左
回
り
、
と
巡
り
、
候
補
者
に
く
じ
を
取
ら
せ
る
。
く
じ
は
候
補
者
の
人
数
分
の
白
い
紙
で
、
そ
の
中
の
一
つ
に
「
神
」
と
い
う
字
が
手
書
き
で
書
か
れ
た
当
た
り
く
じ
が
入
っ
て
い
る
。
「
神
」
の
字
が
書
か
れ
た
く
じ
を
二
回
引
い
た
人
が
、
ツ
カ
サ
に
な
る
。
　
宮
古
・
八
重
山
で
く
じ
の
方
法
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
古
く
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
宮
古
諸
島
の
池
間
島
で
は
明
治
の
廃
藩
置
県
後
〔
野
口
一
九
七
三
　
七
二
〕
、
川
平
で
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
〔
櫻
井
一
九
八
七
　
二
四
六
、
保
坂
一
九
九
九
一
二
〇
九
〕
と
い
う
報
告
が
あ
る
。
く
じ
に
よ
る
以
前
は
川
平
で
は
、
カ
ン
ム
ト
ゥ
ヤ
ー
の
長
女
が
代
々
継
ぐ
と
い
う
原
則
の
も
と
、
選
出
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
抽
銭
制
へ
移
行
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
櫻
井
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
ア
メ
リ
カ
世
と
な
っ
て
万
事
が
民
主
主
義
と
化
し
、
何
事
も
選
挙
に
よ
っ
て
決
め
る
風
潮
が
た
か
ま
り
、
ツ
カ
サ
の
任
免
に
も
選
挙
制
に
近
い
抽
籔
制
を
施
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
中
略
）
有
資
格
者
の
ツ
カ
サ
候
補
者
の
多
く
が
本
島
と
か
内
地
へ
転
住
し
て
な
か
な
か
帰
島
し
な
い
事
情
も
手
伝
っ
て
、
ツ
カ
サ
選
出
に
際
し
て
も
、
在
来
の
伝
統
的
準
則
を
か
た
く
な
に
守
る
こ
と
が
む
つ
か
し
く
な
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
紛
議
を
避
け
る
点
も
考
慮
さ
れ
て
、
抽
籔
制
に
傾
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
『
ツ
カ
サ
崩
れ
』
は
そ
う
し
た
時
代
趨
勢
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
近
来
の
風
潮
だ
と
、
な
げ
く
古
老
も
少
な
く
な
い
」
〔
櫻
井
一
九
八
七
　
二
四
六
〕
。
　
櫻
井
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
集
落
外
へ
の
移
住
者
の
増
加
な
ど
、
時
代
に
伴
う
共
同
体
の
あ
り
方
の
変
化
は
、
ツ
カ
サ
を
選
出
す
る
方
法
の
推
移
に
も
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
く
じ
を
引
き
、
当
た
っ
た
人
が
ツ
カ
サ
に
な
る
と
い
う
方
法
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
血
筋
に
よ
る
継
承
と
比
べ
て
、
候
補
者
の
範
囲
が
広
が
っ
た
。
ま
た
、
く
じ
に
は
原
則
的
に
人
の
意
図
は
入
り
込
ま
な
い
た
め
、
候
補
者
の
間
で
は
、
ツ
カ
サ
と
い
う
重
責
の
任
務
が
回
っ
て
く
る
可
能
性
が
平
等
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
で
は
、
ツ
カ
サ
選
出
方
法
の
変
化
は
、
共
同
体
の
近
代
的
変
化
に
合
致
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
　
し
か
し
、
新
し
い
選
出
方
法
を
「
民
主
主
義
」
の
も
と
の
「
選
挙
制
に
近
い
抽
銭
制
」
と
の
み
捉
え
る
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。
実
際
に
く
じ
を
引
い
た
女
性
に
話
を
聞
く
と
、
く
じ
の
場
は
合
理
的
に
説
明
の
つ
く
事
柄
だ
け
で
成
り
立
っ
て
は
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
九
六
年
に
就
任
し
た
B
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話
す
。
ク
ジ
に
は
「
神
」
と
書
い
て
あ
る
。
白
い
紙
に
。
折
り
た
た
ん
で
あ
る
。
ム
リ
ブ
シ
オ
ン
（
群
星
御
嶽
）
の
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
六
名
に
わ
た
し
一
名
が
入
り
、
七
名
で
引
い
た
。
ム
リ
ブ
シ
で
。
氏
子
（
イ
ビ
ニ
ン
ジ
ュ
）
も
み
ん
な
見
に
来
た
。
宮
鳥
オ
ン
の
ツ
カ
サ
が
お
盆
に
載
せ
て
ク
ジ
を
持
っ
て
ま
わ
っ
た
。
わ
た
し
は
二
回
目
と
四
回
目
に
あ
た
っ
た
。
四
回
目
は
、
折
り
た
た
ん
で
あ
る
紙
の
上
か
ら
、
「
神
」
の
字
が
う
か
び
あ
が
っ
て
見
え
て
、
恐
ろ
し
く
な
っ
た
。
サ
ー
っ
と
血
の
気
が
引
い
た
。
け
れ
ど
、
そ
れ
を
引
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
周
り
か
ら
の
圧
力
を
感
じ
た
。
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わ
た
し
は
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
で
も
な
く
、
ウ
ブ
に
入
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
前
任
者
が
（
ク
ジ
を
）
引
い
た
ら
と
、
ク
ジ
を
引
く
人
の
中
に
入
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
六
年
七
月
十
一
日
、
B
さ
ん
談
、
ご
自
宅
に
て
）
　
B
さ
ん
は
、
二
回
目
に
当
た
っ
た
四
周
目
の
く
じ
引
き
で
、
折
り
た
た
ん
で
あ
る
紙
の
上
か
ら
「
神
」
の
字
が
う
か
び
あ
が
っ
て
見
え
る
と
い
う
通
常
で
は
起
こ
り
難
い
こ
と
が
起
き
、
恐
ろ
し
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
を
引
い
て
ツ
カ
サ
に
な
っ
た
と
い
う
。
二
〇
〇
二
年
に
神
銭
で
ツ
カ
サ
に
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
A
さ
ん
も
、
次
の
よ
う
に
語
る
。
お
み
く
じ
は
、
ハ
マ
サ
キ
オ
タ
ケ
（
浜
崎
御
嶽
）
で
。
拝
殿
で
。
八
人
が
円
に
な
っ
て
坐
り
、
最
初
右
回
り
に
取
っ
て
い
っ
た
。
ク
ジ
を
お
盆
に
の
せ
て
、
ム
リ
ブ
シ
（
群
星
）
オ
ン
の
ツ
カ
サ
が
盆
を
持
ち
、
取
っ
て
下
さ
い
、
と
ま
わ
っ
た
。
わ
た
し
は
最
後
に
引
い
た
。
み
ん
な
が
取
っ
て
か
ら
、
同
時
に
開
け
る
。
わ
た
し
に
あ
た
る
。
「
神
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
二
回
目
は
左
回
り
に
。
ど
っ
か
の
お
ば
さ
ん
が
当
た
っ
た
。
三
回
目
は
右
回
り
に
。
こ
の
と
き
、
カ
ラ
ク
ジ
。
入
人
に
は
何
も
見
え
な
い
。
し
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
か
し
三
人
の
ツ
カ
サ
は
、
「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
、
ち
ゃ
ん
と
入
れ
て
あ
る
か
ら
見
せ
て
み
ー
」
と
言
い
、
ツ
カ
サ
が
見
る
と
、
ち
ゃ
ん
と
あ
る
。
カ
ミ
シ
（
神
司
）
に
は
見
え
る
。
し
か
し
（
候
補
者
た
ち
が
）
裏
も
表
も
返
し
て
み
て
も
、
な
い
。
四
回
目
は
ど
っ
か
の
お
ば
さ
ん
。
五
回
目
、
わ
た
し
が
あ
た
っ
た
。
二
回
当
た
っ
た
の
で
決
ま
り
。
ク
ジ
の
「
神
」
と
い
う
字
は
、
総
代
長
が
書
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
六
年
七
月
十
一
日
、
A
さ
ん
談
、
ご
実
家
に
て
）
　
A
さ
ん
の
神
籔
の
場
合
は
、
三
巡
目
で
、
候
補
者
達
に
は
空
ク
ジ
に
見
え
た
が
、
列
席
し
た
三
人
の
ツ
カ
サ
に
は
当
た
り
ク
ジ
が
見
え
る
と
い
う
不
可
思
議
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
先
の
B
さ
ん
の
場
合
は
、
B
さ
ん
の
み
に
、
自
ら
の
選
出
に
直
接
関
わ
る
こ
と
と
し
て
不
可
思
議
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
に
対
し
、
A
さ
ん
の
場
合
は
候
補
者
全
員
が
同
様
に
不
思
議
に
思
う
経
験
を
し
た
、
と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
複
数
の
ツ
カ
サ
が
、
く
じ
の
場
に
お
け
る
不
思
議
な
出
来
事
を
話
す
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
出
来
事
が
話
さ
れ
る
背
景
に
は
、
く
じ
の
結
果
そ
の
も
の
が
神
の
意
志
に
も
と
つ
く
と
考
え
る
女
性
た
ち
の
認
識
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。　
そ
う
し
た
認
識
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
戦
後
間
も
な
く
に
行
な
わ
れ
た
く
じ
に
つ
い
て
の
次
の
よ
う
な
発
言
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
「
あ
の
人
な
ん
て
長
男
の
長
女
だ
け
ど
、
あ
の
人
に
は
来
な
い
で
、
私
は
次
男
の
長
女
よ
。
（
中
略
）
や
っ
ぱ
り
神
様
は
心
も
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
心
も
こ
の
神
司
に
た
つ
べ
き
人
の
心
も
見
て
末
永
く
、
こ
の
人
は
ど
う
で
あ
る
と
心
も
見
な
さ
っ
て
、
こ
の
主
人
に
な
る
べ
き
人
は
、
ま
た
、
ど
ん
な
人
と
、
家
庭
は
ど
ん
な
人
と
…
。
」
〔工
藤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
報
告
書
編
集
委
員
会
（
編
）
一
九
九
一
一
＝
二
〇
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
崎
オ
ン
の
前
ツ
カ
サ
の
談
話
〕
「
群
星
御
嶽
で
神
銭
を
取
っ
た
。
皆
は
前
の
ツ
カ
サ
の
妹
に
行
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
。
ま
さ
か
自
分
に
は
神
司
は
来
な
い
は
ず
と
思
っ
て
い
た
が
、
二
回
当
た
っ
て
う
ち
に
決
ま
っ
た
。
」
　
　
　
　
　
　
〔
保
坂
一
九
九
九
一
二
〇
六
ー
七
、
群
星
オ
ン
の
前
ツ
カ
サ
の
談
話
〕
　
当
た
り
く
じ
に
つ
い
て
の
「
行
く
」
「
来
な
い
」
と
い
う
表
現
か
ら
は
、
く
じ
が
、
た
だ
紙
片
を
引
い
て
い
く
と
い
う
以
上
の
、
人
以
外
の
存
在
に
よ
る
意
図
が
は
た
ら
く
も
の
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
浜
崎
オ
ン
前
任
者
の
談
話
か
ら
は
、
明
ら
か
に
、
神
が
く
じ
に
は
た
ら
き
か
け
て
い
る
と
本
人
が
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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宮
古
島
の
神
役
選
出
に
お
け
る
抽
義
制
を
検
討
し
た
佐
々
木
も
、
く
じ
に
つ
い
て
「神
の
意
志
と
考
え
る
事
か
ら
拒
否
が
で
き
な
い
」
〔
佐
々
木
一
九
八
〇
二
七
七
〕
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
く
じ
に
よ
る
神
役
選
出
は
共
同
体
に
お
け
る
あ
る
部
分
の
紐
帯
が
緩
ん
で
始
ま
っ
た
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
「
神
の
意
志
、
意
図
」
に
よ
る
神
役
選
出
と
い
う
形
式
と
内
容
を
持
つ
点
で
は
、
宗
家
の
長
女
が
神
役
を
継
承
し
て
い
た
時
と
変
わ
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
の
方
法
に
し
て
も
、
人
が
決
め
た
の
で
は
な
く
、
神
が
選
ん
だ
と
し
て
、
本
人
も
共
同
体
成
員
も
神
役
就
任
を
受
け
入
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
、
次
の
よ
う
な
談
話
を
挙
げ
た
い
。
候
補
者
の
中
に
一
人
の
若
い
人
が
い
て
、
次
の
ツ
カ
サ
に
と
思
わ
れ
て
い
た
。
前
任
者
も
、
本
人
も
、
乗
り
気
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
人
は
お
み
く
じ
に
一
回
も
あ
た
ら
な
か
っ
た
。
若
い
か
ら
何
十
年
も
で
き
る
か
ら
い
い
の
に
。
わ
た
し
は
、
「
わ
た
し
な
ん
か
（
年
だ
か
ら
）
や
り
た
く
て
も
で
き
な
い
よ
ね
ー
（
や
り
た
く
て
も
あ
た
ら
な
い
）
」
と
言
っ
て
い
た
。
冗
談
で
。
で
も
、
あ
た
っ
て
し
ま
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
六
年
七
月
十
一
日
、
A
さ
ん
談
、
ご
実
家
に
て
）
　
前
任
者
や
周
囲
の
人
た
ち
か
ら
、
次
の
ツ
カ
サ
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
わ
れ
て
い
た
女
性
が
い
て
、
本
人
も
乗
り
気
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
女
性
は
年
齢
的
に
も
就
任
に
適
し
て
い
た
の
だ
が
、
く
じ
に
当
た
ら
な
か
っ
た
。
一
方
で
く
じ
に
当
た
っ
た
A
さ
ん
は
当
時
既
に
七
十
歳
近
く
、
だ
い
た
い
二
十
～
四
十
歳
台
に
就
任
す
る
ツ
カ
サ
の
前
例
か
ら
年
齢
の
点
で
は
異
例
だ
っ
た
。
し
か
し
両
者
の
う
ち
く
じ
に
当
た
っ
た
A
さ
ん
の
方
が
、
神
か
ら
選
ば
れ
た
と
し
て
周
囲
か
ら
ツ
カ
サ
に
認
め
ら
れ
、
就
任
に
至
る
の
で
あ
る
。
　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
櫻
井
に
よ
り
「
在
来
の
伝
統
的
準
則
」
を
守
れ
な
く
な
っ
た
時
点
で
「
時
代
趨
勢
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
近
来
の
風
潮
」
と
報
告
さ
れ
た
ツ
カ
サ
選
出
の
く
じ
は
、
血
筋
に
よ
る
そ
れ
ま
で
の
継
承
方
法
か
ら
大
き
く
変
化
を
遂
げ
た
か
に
見
え
る
が
、
く
じ
を
引
く
女
性
に
よ
る
神
筆
へ
の
態
度
を
検
討
す
る
と
、
「
神
の
意
志
」
に
よ
る
神
役
選
出
と
い
う
要
素
が
存
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
な
不
可
思
議
な
出
来
事
が
起
こ
る
と
語
ら
れ
る
の
も
、
く
じ
の
場
が
、
神
の
力
が
働
く
場
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
②
神
役
就
任
を
受
け
入
れ
る
背
景
ー
鍍
の
強
制
力
、
血
筋
、
巫
病
　
血
筋
等
の
要
因
に
よ
っ
て
始
め
か
ら
ツ
カ
サ
に
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
場
合
と
は
異
な
り
、
神
簸
に
よ
っ
て
複
数
の
候
補
者
の
中
か
ら
ツ
カ
サ
に
選
ば
れ
た
場
合
、
そ
の
結
果
は
当
人
に
と
っ
て
直
ぐ
に
は
受
け
入
れ
難
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
ツ
カ
サ
の
役
は
、
年
間
二
十
六
回
の
儀
礼
を
は
じ
め
集
落
の
神
事
で
重
責
を
担
い
、
家
族
を
も
巻
き
込
ん
で
か
な
り
の
時
間
と
労
力
を
神
事
に
費
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
ひ
と
た
び
選
出
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
当
人
が
拒
否
す
る
こ
と
は
社
会
的
に
認
め
ら
れ
な
い
。
拒
否
は
、
川
平
の
「
神
の
意
志
」
に
そ
む
く
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
ツ
カ
サ
に
選
出
さ
れ
た
女
性
が
就
任
の
事
実
を
納
得
す
る
に
至
る
過
程
で
、
葛
藤
を
お
さ
め
る
の
は
ど
の
よ
う
な
説
明
な
の
だ
ろ
う
か
。
A
さ
ん
の
事
例
を
通
し
て
見
て
い
き
た
い
。
あ
た
っ
た
と
き
は
、
泣
い
た
。
で
も
、
あ
た
っ
て
も
断
っ
た
ら
、
子
や
孫
ま
で
悪
い
こ
と
が
お
こ
る
。
昔
、
士
族
の
方
が
、
士
族
だ
か
ら
と
ツ
カ
サ
を
断
っ
た
ら
、
ず
っ
と
悪
い
こ
と
が
あ
っ
て
家
も
絶
え
た
。
神
様
か
ら
認
め
て
も
ら
っ
た
ん
だ
か
ら
、
徳
を
与
え
て
も
ら
っ
た
ん
だ
か
ら
、
断
っ
た
ら
悪
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
六
年
七
月
十
一
日
、
A
さ
ん
談
、
ご
実
家
に
て
）
　
こ
の
談
話
で
は
、
な
る
べ
き
人
が
ツ
カ
サ
を
断
っ
た
ら
悪
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
い
う
過
去
の
例
も
挙
げ
ら
れ
、
就
任
拒
否
は
で
き
な
い
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
前
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節
で
も
ふ
れ
た
「
神
の
意
志
」
の
表
わ
れ
と
し
て
の
く
じ
の
結
果
は
拒
否
で
き
な
い
の
で
、
就
任
を
受
け
入
れ
る
し
か
な
い
、
と
い
う
考
え
方
が
う
か
が
わ
れ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
く
じ
に
当
た
る
と
は
神
か
ら
ツ
カ
サ
就
任
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
拒
否
で
き
な
い
と
い
う
考
え
方
は
、
川
平
に
お
い
て
強
く
保
持
さ
れ
て
い
る
。
く
じ
に
当
た
っ
た
時
点
で
外
形
的
に
は
就
任
が
決
ま
る
の
だ
が
、
当
人
は
そ
の
後
就
任
を
受
け
入
れ
る
過
程
で
、
神
畿
自
体
が
も
つ
強
制
力
を
、
就
任
を
納
得
す
る
根
拠
の
一
つ
と
す
る
の
で
あ
る
。
神
役
（
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
）
に
な
る
人
は
、
父
方
の
お
ば
あ
さ
ん
も
な
っ
て
い
る
。
（
わ
た
し
も
）
父
方
の
祖
母
が
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
だ
っ
た
。
わ
た
し
な
ん
か
は
こ
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
血
筋
で
、
小
さ
い
と
き
か
ら
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
後
継
ぎ
す
る
人
、
と
オ
ミ
ヤ
（
オ
ン
の
こ
と
）
に
連
れ
て
行
か
れ
た
。
お
か
っ
ぱ
し
て
、
オ
ミ
ヤ
の
ご
ち
そ
う
を
楽
し
み
に
、
喜
ん
で
行
っ
て
い
た
。
わ
た
し
は
、
前
任
者
と
は
血
の
つ
な
が
り
は
な
い
。
ハ
マ
サ
キ
（
浜
崎
オ
ン
）
は
、
1
家
が
正
統
で
、
わ
た
し
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
1
家
の
血
を
引
い
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
六
年
七
月
十
一
日
、
A
さ
ん
談
、
ご
実
家
に
て
）
　
こ
の
談
話
は
、
自
分
が
ツ
カ
サ
に
な
る
根
拠
を
血
筋
の
面
か
ら
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
A
さ
ん
は
「
前
任
者
と
血
の
つ
な
が
り
は
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
従
来
、
浜
崎
オ
ン
の
ツ
カ
サ
を
出
す
と
さ
れ
て
き
た
血
筋
は
、
前
任
者
の
属
し
て
い
た
カ
ン
ム
ト
ゥ
ヤ
ー
の
血
筋
で
あ
り
、
先
行
研
究
〔
川
平
村
の
歴
史
編
纂
委
員
会
（
編
）
一
九
七
六
一
七
一
、
比
嘉
一
九
六
九
　
二
七
な
ど
〕
で
も
そ
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
A
さ
ん
は
ツ
カ
サ
と
し
て
正
統
と
さ
れ
て
き
た
従
来
の
血
筋
に
属
さ
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
A
さ
ん
は
、
自
分
は
テ
イ
ナ
ラ
ビ
に
な
る
血
筋
だ
と
い
う
こ
と
と
、
浜
崎
オ
ン
の
イ
ビ
ニ
ン
ジ
ュ
と
し
て
正
統
な
血
筋
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
ツ
カ
サ
に
選
ば
れ
た
こ
と
と
関
連
付
け
て
語
る
の
で
あ
る
。
　
ま
ず
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
に
な
る
血
筋
に
つ
い
て
A
さ
ん
は
、
「
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
に
な
る
人
は
父
方
の
祖
母
も
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
」
と
言
う
。
自
分
を
含
め
た
周
囲
の
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
の
例
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
言
え
る
と
い
う
。
た
だ
、
比
嘉
は
川
平
に
お
け
る
「
母
系
血
縁
に
沿
っ
た
テ
ナ
ラ
ビ
の
地
位
の
継
承
」
〔
一
九
八
三
一
二
≡
二
ー
四
〕
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
先
祖
か
ら
の
「
ピ
キ
」
す
な
わ
ち
「
つ
な
が
り
」
〔
比
嘉
一
九
六
九
　
二
六
〕
の
問
題
を
含
め
て
、
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
の
就
任
過
程
自
体
が
今
後
の
調
査
検
討
課
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
A
さ
ん
の
就
任
過
程
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
A
さ
ん
が
、
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
の
血
筋
を
も
つ
こ
と
の
延
長
上
に
、
ツ
カ
サ
就
任
を
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
　
ま
た
A
さ
ん
は
、
浜
崎
オ
ン
の
「
正
統
」
で
あ
る
と
言
う
が
、
こ
こ
で
正
統
と
言
わ
れ
る
の
は
、
浜
崎
オ
ン
の
イ
ビ
ニ
ン
ジ
ュ
と
し
て
、
と
い
う
意
味
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
従
来
は
特
に
ツ
カ
サ
就
任
の
資
格
と
は
さ
れ
な
い
、
イ
ビ
ニ
ン
ジ
ュ
と
し
て
正
統
と
さ
れ
る
血
筋
が
、
ツ
カ
サ
就
任
の
根
拠
に
当
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
従
来
ツ
カ
サ
を
出
す
と
さ
れ
て
き
た
カ
ン
ム
ト
ゥ
ヤ
ー
の
血
筋
で
は
な
い
A
さ
ん
は
、
オ
ン
信
仰
に
関
わ
る
他
の
事
柄
に
お
け
る
自
分
の
血
筋
に
、
ツ
カ
サ
就
任
の
根
拠
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
他
の
オ
ン
で
は
、
オ
ン
の
創
建
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
血
筋
か
ら
ツ
カ
サ
が
選
ば
れ
て
い
る
。
浜
崎
オ
ン
に
限
っ
て
ツ
カ
サ
が
カ
ン
ム
ト
ゥ
ヤ
ー
以
外
か
ら
出
さ
れ
る
理
由
を
探
っ
て
み
る
と
、
直
接
関
わ
る
か
は
即
断
で
き
な
い
が
、
浜
崎
オ
ン
へ
の
帰
属
者
が
他
の
オ
ン
と
比
べ
て
少
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
イ
ビ
ニ
ン
ジ
ュ
が
少
な
い
こ
と
は
、
現
に
男
性
神
役
の
選
出
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
少
な
い
イ
ビ
ニ
ン
ジ
ュ
の
中
か
ら
一
年
任
期
制
の
ス
ー
ダ
イ
や
ム
ラ
ブ
サ
な
ど
男
性
神
役
を
毎
年
出
す
こ
と
が
ま
ま
な
ら
ず
、
年
に
よ
っ
て
は
他
の
オ
ン
の
イ
ビ
ニ
ン
ジ
ュ
か
ら
選
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
情
が
、
ツ
カ
サ
の
血
筋
に
つ
い
て
も
「
正
統
」
の
範
囲
を
広
げ
て
解
釈
す
る
背
景
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
な
お
、
A
さ
ん
が
カ
ン
ム
ト
ゥ
ヤ
ー
の
出
身
で
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
A
さ
ん
も
周
囲
の
人
々
も
取
り
立
て
て
問
題
に
し
て
い
な
い
。
A
さ
ん
は
他
の
オ
ン
の
ツ
カ
サ
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と
同
じ
よ
う
に
川
平
の
正
式
な
ツ
カ
サ
と
し
て
、
集
落
の
儀
礼
に
お
け
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
　
最
後
に
、
A
さ
ん
が
ツ
カ
サ
就
任
の
予
兆
と
し
て
受
け
取
る
、
そ
れ
ま
で
に
起
こ
っ
た
体
調
の
不
良
と
改
善
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。
ず
っ
と
体
調
が
悪
か
っ
た
。
そ
れ
で
（
結
婚
し
て
間
も
な
く
）
母
が
ユ
タ
に
連
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
れ
て
い
っ
た
。
す
る
と
「
神
司
に
な
る
べ
き
だ
よ
ー
、
な
ぜ
道
を
開
け
な
い
？
」
と
言
わ
れ
た
。
あ
の
と
き
も
、
（
神
司
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
が
）
で
で
き
た
ん
で
す
よ
。
お
宮
に
行
っ
て
、
（
祈
願
等
を
）
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
熱
も
ぴ
た
っ
と
と
ま
っ
た
。
そ
れ
で
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
に
な
り
、
す
る
と
健
康
に
な
っ
た
。
ま
だ
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
た
か
ら
正
式
に
は
や
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
。
そ
の
後
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
死
ん
だ
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
死
後
も
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
香
炉
を
守
っ
て
い
た
（
こ
の
頃
も
体
調
が
悪
か
っ
た
。
ツ
カ
サ
に
な
る
十
年
程
前
の
こ
と
で
あ
る
）
。
し
か
し
、
ユ
タ
か
ら
、
（
香
炉
を
）
自
分
の
も
の
に
し
な
さ
い
、
替
え
な
さ
い
、
と
言
わ
れ
た
。
そ
れ
で
、
当
時
の
浜
崎
オ
ン
の
ツ
カ
サ
に
新
し
く
作
っ
て
も
ら
っ
た
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
日
か
ら
、
体
が
す
ー
っ
と
軽
く
な
っ
た
。
元
気
に
な
っ
た
。
神
様
の
お
か
げ
、
と
感
謝
し
て
、
正
月
と
、
九
月
九
日
と
、
豊
年
祭
と
、
結
願
祭
に
は
オ
ミ
ヤ
に
行
っ
た
。
ツ
カ
サ
に
な
る
前
も
、
具
合
が
悪
く
な
っ
た
。
迷
信
で
な
い
、
自
分
に
あ
た
っ
て
み
て
分
か
る
。
食
べ
ら
れ
な
い
。
吐
い
て
し
ま
う
。
や
せ
て
、
病
院
に
行
っ
た
。
ユ
タ
ヌ
ヤ
ー
、
ユ
タ
に
も
み
て
も
ら
っ
た
。
浜
崎
オ
ン
の
前
任
者
が
や
め
て
自
分
が
や
り
は
じ
め
て
か
ら
は
、
大
変
元
気
。
神
様
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
感
謝
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
六
年
七
月
十
一
日
、
A
さ
ん
談
、
ご
実
家
に
て
）
　
A
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
体
調
不
良
に
悩
ま
さ
れ
、
ユ
タ
の
も
と
へ
も
度
々
行
っ
て
い
た
が
、
ま
ず
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
に
な
っ
て
体
調
が
改
善
し
、
次
に
祖
母
の
死
後
、
し
ば
ら
く
守
っ
て
い
た
祖
母
の
香
炉
を
捨
て
、
自
分
の
香
炉
を
新
し
く
作
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
た
体
調
が
改
善
し
た
と
い
う
。
ツ
カ
サ
の
後
任
者
を
決
め
る
神
籔
の
前
は
、
一
時
体
調
が
非
常
に
悪
化
す
る
が
、
ツ
カ
サ
に
就
任
し
て
か
ら
は
「
大
変
元
気
」
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
A
さ
ん
は
幾
度
も
の
体
調
悪
化
と
改
善
を
繰
り
返
し
て
き
た
の
だ
が
、
い
ず
れ
も
、
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
へ
の
就
任
や
香
炉
の
新
設
、
ツ
カ
サ
就
任
と
い
っ
た
神
事
と
の
関
わ
り
を
き
っ
か
け
と
し
て
い
る
。
　
長
期
に
わ
た
る
こ
の
よ
う
な
経
験
を
、
A
さ
ん
は
ツ
カ
サ
就
任
の
素
地
と
し
て
受
け
と
め
る
。
A
さ
ん
は
ツ
カ
サ
就
任
に
つ
い
て
、
年
齢
の
面
か
ら
考
え
る
と
唐
突
な
こ
と
と
す
る
が
、
病
の
経
験
と
い
う
面
か
ら
は
、
唐
突
な
も
の
と
し
て
は
受
け
取
ら
な
い
。
病
と
「
神
の
お
か
げ
」
に
よ
る
治
癒
を
繰
り
返
し
た
経
験
は
、
ツ
カ
サ
に
就
任
す
る
立
場
に
立
っ
た
時
点
に
お
い
て
、
集
落
の
中
で
最
も
神
に
近
付
く
身
分
と
な
る
こ
と
へ
の
予
兆
と
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
こ
こ
で
A
さ
ん
が
語
る
よ
う
に
、
ノ
ロ
や
ツ
カ
サ
と
な
る
人
が
就
任
前
に
体
調
の
変
調
を
来
た
す
こ
と
は
、
琉
球
諸
島
の
各
地
か
ら
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
〔
太
田
一
九
八
八
一
四
〇
一
ー
八
、
高
梨
一
九
八
九
二
一
ー
五
〇
、
渋
谷
一
九
九
一
一
一
四
ー
三
八
、
工
藤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
報
告
書
編
纂
委
員
会
（
編
）
一
九
九
一
、
保
坂
一
九
九
九
一
二
〇
五
ー
二
一
九
等
〕
。
そ
こ
で
は
、
民
間
巫
者
で
あ
る
ユ
タ
が
入
巫
過
程
で
か
か
る
病
「
カ
ミ
ダ
ー
リ
」
は
つ
と
に
注
目
さ
れ
て
い
た
事
象
だ
が
、
実
は
ノ
ロ
や
ツ
カ
サ
も
就
任
前
に
、
カ
ミ
ダ
ー
リ
と
同
様
の
症
状
に
お
ち
い
る
、
と
い
う
視
点
で
、
多
く
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
、
神
に
対
し
一
方
的
に
祈
る
の
み
と
さ
れ
て
き
た
ノ
ロ
や
ツ
カ
サ
に
つ
い
て
、
神
か
ら
は
た
ら
き
か
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
新
た
な
側
面
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
　
た
だ
こ
こ
で
は
、
ツ
カ
サ
に
就
任
す
る
A
さ
ん
に
は
カ
ミ
ダ
ー
リ
に
似
た
経
験
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
A
さ
ん
が
そ
う
し
た
経
験
を
ど
の
よ
う
な
文
脈
で
語
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
重
点
を
お
き
た
い
。
前
原
は
、
一
人
の
女
性
神
役
が
「
過
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去
の
経
験
や
現
在
の
生
活
を
神
と
の
関
連
で
意
味
付
け
る
」
〔
前
原
二
〇
〇
二
一
六
九
〕
そ
の
あ
り
様
を
、
神
役
が
語
る
こ
と
を
主
な
テ
ク
ス
ト
と
し
て
描
い
て
い
る
が
、
A
さ
ん
の
場
合
も
、
体
調
の
悪
化
と
改
善
を
繰
り
返
し
た
経
験
を
神
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
捉
え
て
お
り
、
そ
れ
は
ツ
カ
サ
に
選
出
さ
れ
た
後
に
は
、
就
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
重
い
事
実
を
納
得
し
説
明
す
る
根
拠
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
以
上
、
本
節
で
は
A
さ
ん
の
事
例
を
通
し
て
、
神
籔
自
体
が
も
つ
強
制
力
、
血
筋
、
神
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
病
と
治
癒
の
経
験
と
い
う
三
つ
の
話
題
が
、
ツ
カ
サ
就
任
の
事
実
を
受
け
入
れ
る
過
程
を
説
明
す
る
際
に
挙
が
っ
て
く
る
こ
と
を
述
べ
た
。
も
ち
ろ
ん
ツ
カ
サ
に
よ
っ
て
事
情
は
異
な
り
、
カ
ン
ム
ト
ゥ
ヤ
ー
の
血
筋
を
引
く
人
も
い
れ
ば
、
巫
病
の
経
験
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
人
も
い
る
と
い
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
よ
う
に
、
そ
の
説
明
は
一
様
で
は
な
い
。
し
か
し
程
度
の
差
は
あ
る
に
し
て
も
、
ツ
カ
サ
に
就
任
す
る
過
程
の
説
明
内
容
と
し
て
、
こ
こ
で
挙
げ
た
三
つ
の
事
柄
は
多
く
の
ツ
カ
サ
が
ふ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
③
就
任
儀
礼
ー
ヤ
マ
ダ
キ
　
神
籔
に
当
た
り
、
ツ
カ
サ
に
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
人
は
、
「
ヤ
マ
ダ
キ
」
と
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
う
就
任
儀
礼
に
臨
む
。
「
ヤ
マ
」
は
オ
ン
、
「
ダ
キ
」
は
、
「
抱
き
」
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
A
さ
ん
の
ヤ
マ
ダ
キ
は
二
〇
〇
二
年
、
前
任
者
の
神
役
を
降
り
る
儀
礼
「
カ
ン
イ
ト
マ
ニ
ガ
イ
（
神
暇
願
い
）
」
の
三
日
後
に
始
ま
り
、
カ
ン
ム
ト
ゥ
ヤ
ー
の
一
番
座
に
三
日
三
晩
籠
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
ヤ
マ
ダ
キ
に
つ
い
て
A
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
る
。（前
任
者
の
）
神
開
き
の
後
、
ヤ
マ
ダ
キ
。
M
家
（
神
元
家
）
で
。
食
事
も
た
べ
ら
れ
な
い
、
水
も
の
め
な
い
。
ヤ
マ
ダ
キ
の
と
き
は
、
前
任
者
か
ら
ミ
ョ
ー
ズ
（
名
字
）
を
な
ら
う
。
ほ
か
の
カ
ン
フ
ツ
は
、
ほ
か
の
三
名
（
の
ツ
カ
サ
）
か
ら
。
で
も
、
ヤ
マ
ダ
キ
の
間
だ
け
で
は
全
然
頭
に
入
ら
な
い
。
行
事
ご
と
に
こ
と
ば
が
全
部
違
う
。
で
も
、
ミ
ョ
ー
ズ
と
パ
カ
ー
ラ
だ
け
は
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
三
日
た
つ
と
、
「
ス
デ
ィ
ル
」
。
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
お
い
た
生
き
た
魚
を
、
朝
、
塩
水
で
炊
い
た
も
の
を
、
の
む
。
お
き
よ
め
の
た
め
。
こ
れ
は
、
お
い
し
く
な
い
。
そ
の
あ
と
、
お
膳
「
ユ
ー
ヅ
ン
グ
リ
」
。
お
か
ず
、
お
つ
ゆ
、
四
つ
ず
つ
。
作
る
の
は
、
実
家
。
弟
の
奥
さ
ん
。
ヤ
マ
ダ
キ
の
間
も
何
か
作
っ
て
運
ん
で
く
れ
た
け
れ
ど
、
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ヤ
マ
ダ
キ
の
三
日
間
は
人
に
会
わ
な
い
。
ト
イ
レ
も
昔
の
よ
う
な
の
を
作
る
。
一
番
座
を
屏
風
で
囲
い
、
上
に
注
連
縄
を
張
る
。
ゴ
ザ
を
一
枚
敷
く
。
口
を
ゆ
す
ぐ
お
水
の
ひ
し
ゃ
く
は
ク
バ
で
、
ス
ー
ダ
イ
が
作
る
。
外
の
ト
イ
レ
に
行
く
と
き
、
人
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
青
竹
で
び
っ
し
り
と
通
り
道
を
か
こ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
六
年
七
月
十
一
日
、
A
さ
ん
談
、
ご
実
家
に
て
）
　
ヤ
マ
ダ
キ
は
、
カ
ン
ム
ト
ゥ
ヤ
ー
の
一
番
座
を
屏
風
で
囲
い
、
ゴ
ザ
を
敷
き
、
上
に
注
連
縄
を
張
っ
た
と
こ
ろ
に
三
日
間
籠
っ
て
行
な
い
、
そ
こ
に
前
任
の
ツ
カ
サ
や
他
オ
ン
の
三
人
の
ツ
カ
サ
が
カ
ン
フ
ツ
を
教
え
に
来
る
と
い
う
。
前
述
の
よ
う
に
、
A
さ
ん
は
カ
ン
ム
ト
ゥ
ヤ
ー
の
血
筋
を
引
か
な
い
の
で
、
籠
っ
た
家
は
血
縁
上
関
わ
り
の
な
い
家
だ
が
、
カ
ン
ム
ト
ゥ
ヤ
ー
の
血
筋
を
引
く
A
さ
ん
以
外
の
ツ
カ
サ
の
場
合
、
親
戚
、
多
く
は
実
家
が
ヤ
マ
ダ
キ
の
場
と
な
る
。
　
ヤ
マ
ダ
キ
の
具
体
的
な
行
な
い
方
や
供
物
な
ど
に
つ
い
て
は
、
工
藤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
報
告
書
編
集
委
員
会
（
編
）
〔
一
九
九
こ
や
保
坂
三
九
九
九
一
二
〇
七
〕
、
川
平
村
の
歴
史
編
纂
委
員
会
（
編
）
〔
一
九
七
六
‥
一
五
七
ー
九
〕
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
。
参
考
に
『
川
平
村
の
歴
史
』
か
ら
、
一
九
五
〇
年
に
行
な
わ
れ
た
A
さ
ん
の
前
任
者
の
ヤ
マ
ダ
キ
に
つ
い
て
の
記
述
を
転
記
す
る
。
「後
継
者
は
午
後
三
時
頃
体
を
洗
い
清
め
、
す
べ
て
新
調
し
た
衣
装
を
着
し
、
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神
元
家
（
田
多
家
後
継
者
の
本
家
）
に
備
え
ら
れ
た
水
ガ
メ
の
水
を
ク
バ
の
葉
で
造
ら
れ
た
杓
子
で
汲
み
と
り
、
口
ゆ
す
ぎ
し
、
ツ
カ
ラ
フ
ル
マ
イ
（
力
を
つ
け
る
食
膳
）
を
い
た
だ
く
。
宮
鳥
御
嶽
の
神
司
（
ツ
カ
サ
の
こ
と
。
筆
者
註
）
に
と
も
な
わ
れ
、
浜
崎
御
嶽
（後
継
を
す
る
御
嶽
）
の
神
迎
え
に
行
く
。
初
め
て
、
神
衣
装
を
着
し
、
神
司
の
ヨ
ー
ツ
（
髪
さ
し
）
を
差
し
整
え
、
後
継
者
の
紹
介
と
ヤ
マ
ダ
キ
席
へ
の
神
迎
え
祈
願
が
行
わ
れ
る
。
神
を
迎
え
神
元
家
ま
で
香
を
と
も
し
、
後
継
者
は
傘
を
半
開
き
に
さ
し
歩
く
。
時
刻
は
日
没
前
、
神
元
家
の
門
か
ら
一
番
座
（
神
座
と
も
い
う
）
入
口
ま
で
海
の
白
砂
が
敷
き
清
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
を
歩
き
神
を
座
に
迎
え
る
。
神
座
に
据
え
ら
れ
た
香
炉
に
御
嶽
か
ら
と
も
し
て
来
た
香
を
差
立
て
る
。
香
炉
前
に
は
供
物
が
供
え
ら
れ
て
い
る
。
神
元
家
で
到
着
を
待
っ
て
い
た
神
司
一
同
（
宮
鳥
御
嶽
ツ
カ
サ
以
外
。
筆
者
註
）
も
一
緒
に
な
っ
て
神
迎
え
の
祈
願
が
行
わ
れ
る
。
〆
縄
で
神
座
の
周
囲
を
張
り
、
屏
風
で
か
こ
い
め
ぐ
ら
し
、
後
継
者
を
神
前
に
着
座
せ
し
め
、
各
神
司
が
そ
の
周
囲
を
と
り
ま
く
よ
う
に
し
て
着
座
す
る
。
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ヘ
フ
ツ
間
二
十
七
祭
祀
も
あ
る
祈
願
神
言
（
願
い
句
）
の
伝
授
が
始
め
ら
れ
る
。
後
継
者
は
三
日
間
不
眠
不
休
、
断
食
、
水
も
飲
ま
な
い
で
指
導
を
受
け
る
。
ま
た
担
当
す
る
御
嶽
の
パ
カ
ー
ラ
（
神
が
か
り
の
地
）
数
十
ヵ
所
の
土
地
の
名
称
と
場
所
も
覚
え
る
。
三
日
間
で
必
ず
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
何
回
も
復
唱
が
繰
り
返
え
（
マ
マ
）
さ
れ
る
。
伝
授
す
る
神
司
は
昼
夜
交
替
で
指
導
す
る
。
カ
ン
ス
デ
（
神
司
に
生
れ
変
る
）
は
三
日
間
神
言
（
神
句
）
や
祭
祀
の
仕
方
の
修
業
を
完
全
に
終
了
し
た
未
明
、
二
番
鶏
の
鳴
く
午
前
四
時
頃
、
七
サ
イ
の
花
を
拝
み
に
行
く
。
宮
鳥
御
嶽
の
神
司
に
と
も
な
わ
れ
、
傘
を
半
開
き
に
差
し
、
キ
フ
ハ
の
浜
で
潮
水
を
七
回
手
で
す
く
い
拝
む
。
七
サ
イ
の
花
を
拝
む
こ
と
に
よ
り
神
司
に
生
れ
変
っ
た
こ
と
に
な
る
。
帰
り
は
傘
を
開
い
て
道
を
歩
く
。
容
器
に
潮
水
を
持
ち
か
え
り
、
そ
の
潮
水
で
味
付
し
た
ソ
ー
ツ
ム
ヌ
（
「
ソ
ー
ツ
」
は
静
粛
、
「
ム
ヌ
」
は
食
べ
物
。
筆
者
註
）
を
い
た
だ
く
。
ソ
ー
ツ
ム
ヌ
の
お
膳
に
あ
る
お
握
り
は
ゴ
ッ
カ
ル
（
鳥
の
名
、
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
カ
シ
ョ
ー
ビ
ン
）
の
声
を
未
だ
聞
か
な
い
少
女
（
初
潮
の
な
い
少
女
の
こ
と
）
が
お
握
り
す
る
と
い
わ
れ
る
。
カ
ン
ス
デ
の
祝
い
（
神
司
に
な
っ
た
祝
い
）
。
カ
ン
ス
デ
の
朝
八
時
頃
、
各
神
司
を
始
め
神
事
総
代
、
部
落
会
長
、
各
御
嶽
の
カ
ン
マ
ン
ガ
ー
、
各
御
嶽
氏
子
代
表
、
各
御
嶽
テ
ー
ナ
ラ
ビ
（
神
元
家
系
統
の
女
）
の
出
席
の
神
座
で
神
司
に
生
れ
変
っ
た
後
継
者
は
、
初
め
て
神
の
前
に
座
し
、
カ
ン
ス
デ
の
挨
拶
な
る
神
言
（神
句
）
を
唱
え
祈
願
す
る
。
祝
宴
が
す
ん
だ
ら
浜
崎
御
嶽
に
神
を
お
と
も
し
神
送
り
を
な
す
」
　
〔川
平
村
の
歴
史
編
纂
委
員
会
（
編
）
一
九
七
六
　
一
五
七
ー
八
、
傍
線
引
用
者
〕
　
A
さ
ん
が
語
る
よ
う
に
、
ま
た
『
川
平
村
の
歴
史
』
に
も
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
、
ヤ
マ
ダ
キ
の
間
ツ
カ
サ
と
な
る
人
が
座
敷
に
籠
っ
て
行
な
う
こ
と
は
、
前
任
者
や
他
の
オ
ン
の
ツ
カ
サ
た
ち
か
ら
の
カ
ン
フ
ツ
の
伝
習
で
あ
る
。
ミ
ョ
ー
ズ
や
パ
カ
ー
ラ
、
ま
た
伝
習
の
具
体
的
方
法
に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
カ
ン
フ
ツ
を
教
え
込
ま
れ
る
と
い
う
川
平
の
就
任
儀
礼
の
特
徴
と
そ
こ
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
川
平
の
ツ
カ
サ
の
性
質
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
　
後
述
す
る
が
、
カ
ン
フ
ツ
は
ツ
カ
サ
以
外
の
人
が
接
す
る
機
会
の
極
め
て
少
な
い
こ
と
ば
で
あ
る
。
新
任
の
ツ
カ
サ
は
、
そ
れ
ま
で
は
ふ
れ
た
こ
と
の
な
い
カ
ン
フ
ツ
を
、
就
任
儀
礼
の
ヤ
マ
ダ
キ
で
三
日
三
晩
教
え
込
ま
れ
続
け
る
。
し
か
し
A
さ
ん
も
言
う
よ
う
に
三
日
で
は
と
て
も
覚
え
き
れ
ず
、
そ
の
後
覚
え
る
ま
で
習
得
の
日
々
が
続
く
。
就
任
し
て
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
日
常
生
活
の
中
で
も
カ
ン
フ
ツ
の
暗
唱
ば
か
り
し
て
い
る
、
と
は
複
数
の
ツ
カ
サ
か
ら
し
ば
し
ば
聞
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
就
任
前
か
ら
一
転
し
て
カ
ン
フ
ツ
と
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な
る
生
活
の
皮
切
り
が
、
ヤ
マ
ダ
キ
で
あ
る
。
文
字
通
り
就
任
と
同
時
に
、
カ
ン
フ
ツ
を
唱
え
、
祈
る
実
践
に
向
け
た
習
得
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
　
そ
の
後
の
職
務
の
中
心
的
事
柄
で
あ
る
神
に
祈
る
た
め
の
カ
ン
フ
ツ
を
教
え
込
ま
456
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れ
る
、
川
平
の
就
任
儀
礼
の
あ
り
方
を
、
た
と
え
ば
、
就
任
儀
礼
に
お
い
て
女
性
神
役
が
神
の
懸
依
を
受
け
る
と
い
う
、
沖
縄
本
島
北
部
の
事
例
と
比
較
す
る
と
、
神
と
交
感
す
る
霊
的
能
力
よ
り
も
神
に
祈
る
職
務
が
重
視
さ
れ
る
川
平
の
ツ
カ
サ
の
性
格
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
　
高
梨
は
沖
縄
本
島
北
部
と
そ
の
周
辺
離
島
に
お
け
る
就
任
儀
礼
の
事
例
を
紹
介
し
、
新
任
者
は
「
就
任
儀
礼
に
お
い
て
不
可
視
の
霊
魂
セ
ヂ
の
愚
依
を
受
け
て
、
「
神
の
人
」
と
し
て
新
た
に
誕
生
す
る
と
見
ら
れ
る
」
〔
高
梨
一
九
八
九
　
四
五
〕
と
述
べ
る
。
ま
た
渋
谷
は
沖
縄
本
島
北
部
の
就
任
儀
礼
に
つ
い
て
、
「
何
か
ピ
リ
ッ
と
く
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
と
き
あ
あ
カ
ミ
が
自
分
と
一
緒
に
な
っ
た
の
だ
な
あ
」
〔
渋
谷
一
九
九
一
　
一
九
〕
と
い
う
新
任
神
役
の
言
葉
を
紹
介
し
、
就
任
儀
礼
に
お
け
る
懸
依
を
注
目
す
べ
き
こ
と
と
し
て
述
べ
て
い
る
。
　
以
上
の
例
で
は
、
就
任
儀
礼
に
お
い
て
神
の
懸
依
が
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
川
平
の
ヤ
マ
ダ
キ
は
こ
れ
と
は
異
な
っ
た
様
相
を
示
し
て
い
る
。
先
に
転
記
し
た
『
川
平
村
の
歴
史
』
中
の
記
述
に
よ
る
と
、
ヤ
マ
ダ
キ
に
際
し
て
の
ツ
カ
サ
は
行
動
の
う
え
で
、
祈
願
に
よ
っ
て
オ
ン
か
ら
座
敷
に
神
を
迎
え
は
す
る
が
、
そ
こ
に
愚
依
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ヤ
マ
ダ
キ
の
間
中
心
的
に
行
な
わ
れ
る
の
は
、
カ
ン
フ
ツ
の
伝
習
で
あ
る
。
　
懸
依
し
て
く
る
神
を
感
じ
取
る
就
任
儀
礼
と
、
以
降
の
儀
礼
で
唱
え
る
唱
え
言
を
前
任
者
た
ち
か
ら
教
え
込
ま
れ
る
就
任
儀
礼
の
あ
り
方
に
は
、
両
地
域
の
神
役
に
求
め
ら
れ
る
資
質
の
違
い
の
一
端
が
表
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
も
そ
も
、
沖
縄
本
島
北
部
の
神
役
は
、
就
任
の
条
件
と
し
て
、
神
役
を
輩
出
す
る
特
定
の
家
系
の
一
員
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
「
サ
ー
ダ
カ
ウ
マ
レ
」
す
な
わ
ち
「
生
れ
つ
き
一
般
の
人
に
は
な
い
霊
的
能
力
の
備
わ
っ
た
人
」
〔
渋
谷
一
九
九
一
二
七
〕
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
〔
9
渡
邊
一
九
八
七
‥
七
二
⊥
二
、
高
梨
一
九
八
九
二
四
ー
五
〕
。
一
方
川
平
の
ツ
カ
サ
就
任
者
の
条
件
の
一
つ
は
、
A
さ
ん
は
例
外
的
で
あ
っ
た
が
、
特
定
の
家
系
の
一
員
で
あ
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
選
出
の
フ
カ
ツ
に
当
た
る
こ
と
で
あ
る
。
川
平
の
ツ
カ
サ
は
、
霊
的
能
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
は
必
須
の
条
件
で
は
な
い
。
川
平
の
ツ
カ
サ
は
霊
的
能
力
に
は
関
わ
ら
ず
、
就
任
後
、
神
に
対
し
て
祈
る
こ
と
、
具
体
的
に
は
、
年
中
儀
礼
ご
と
に
異
な
る
唱
え
言
ー
カ
ン
フ
ツ
を
間
違
え
な
く
神
に
唱
え
上
げ
る
こ
と
が
最
も
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
違
い
が
、
両
地
域
の
就
任
儀
礼
の
あ
り
方
の
違
い
に
表
わ
れ
て
い
る
。
　
な
お
神
観
念
に
関
し
て
川
平
の
ツ
カ
サ
は
、
沖
縄
本
島
北
部
の
霊
的
能
力
豊
か
な
神
役
の
よ
う
に
、
就
任
儀
礼
に
お
い
て
神
の
愚
依
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
す
ぐ
に
神
を
感
じ
る
の
で
は
な
く
、
就
任
儀
礼
で
神
と
関
わ
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
の
カ
ン
フ
ツ
を
学
び
始
め
、
そ
の
後
年
中
儀
礼
で
カ
ン
フ
ツ
を
唱
え
祈
る
こ
と
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
神
に
対
す
る
観
念
や
感
覚
を
深
め
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
。
④
ツ
カ
サ
と
し
て
の
知
識
の
習
得
ー
カ
ン
フ
ツ
の
固
有
性
　
ヤ
マ
ダ
キ
を
終
え
る
と
、
新
任
者
は
ツ
カ
サ
と
し
て
年
中
儀
礼
を
執
り
行
な
う
責
任
を
負
う
。
し
か
し
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
普
通
、
ヤ
マ
ダ
キ
の
間
だ
け
で
は
す
べ
て
の
カ
ン
フ
ツ
を
覚
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
そ
の
他
に
も
、
儀
礼
の
場
で
求
め
ら
れ
る
作
法
や
言
葉
遣
い
な
ど
、
覚
え
る
べ
き
こ
と
は
多
い
。
こ
れ
ら
ツ
カ
サ
と
し
て
身
に
つ
け
る
べ
き
こ
と
は
、
就
任
後
の
各
儀
礼
に
お
け
る
実
践
と
、
儀
礼
の
場
や
そ
れ
以
外
の
場
で
受
け
る
、
前
任
者
及
び
他
の
ツ
カ
サ
か
ら
の
指
導
を
通
し
て
習
得
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
年
（
二
〇
〇
二
年
）
の
キ
ツ
ガ
ン
（
結
願
祭
）
ま
で
は
前
任
者
、
九
月
九
日
は
、
前
任
者
と
一
緒
、
節
祭
は
、
一
人
で
お
宮
に
入
る
場
面
で
は
前
任
者
と
一
緒
に
、
四
名
の
ツ
カ
サ
で
や
る
と
き
は
四
名
で
（
ウ
ブ
に
お
け
る
祈
願
を
行
な
っ
た
）
。
ニ
ガ
イ
の
こ
と
ば
は
今
も
ま
だ
分
か
ら
な
い
。
ツ
カ
サ
四
人
一
緒
の
と
き
は
で
き
る
が
、
一
人
で
お
宮
に
入
る
と
き
は
分
か
ら
な
い
。
ニ
ガ
イ
の
三
日
前
、
カ
ン
フ
ツ
ツ
ラ
シ
を
や
る
。
B
さ
ん
の
家
で
。
そ
の
日
の
457
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朝
、
ス
ー
ダ
イ
の
依
頼
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
六
年
七
月
十
一
日
、
A
さ
ん
談
、
ご
実
家
に
て
）
ツ
カ
サ
に
な
り
た
て
の
頃
、
最
初
の
二
、
三
回
は
、
前
任
者
と
一
緒
に
ウ
ブ
に
入
っ
た
。
前
任
者
に
も
聞
こ
え
る
よ
う
に
（
カ
ン
フ
ツ
を
）
唱
え
て
、
次
は
こ
う
、
次
は
こ
う
、
と
教
え
て
も
ら
っ
た
。
行
事
の
三
日
前
の
朝
に
、
ス
ー
ダ
イ
が
各
ツ
カ
サ
に
シ
サ
ル
。
そ
の
日
の
夕
に
ツ
ラ
ス
。
こ
れ
は
、
豊
年
祭
、
結
願
祭
、
節
祭
は
、
五
日
前
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
六
年
七
月
十
一
日
、
B
さ
ん
談
、
ご
自
宅
に
て
）
　
A
さ
ん
の
前
任
者
の
神
暇
願
い
と
、
A
さ
ん
の
ヤ
マ
ダ
キ
は
、
二
〇
〇
二
年
の
結
願
祭
後
に
行
な
わ
れ
た
の
で
、
結
願
祭
ま
で
は
前
任
者
が
、
そ
れ
以
降
の
儀
礼
に
お
け
る
祈
願
は
A
さ
ん
が
行
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
ヤ
マ
ダ
キ
後
間
も
な
い
数
回
の
儀
礼
で
は
、
A
さ
ん
は
前
任
者
と
共
に
ウ
ブ
に
入
っ
て
指
導
を
受
け
な
が
ら
祈
願
を
行
な
い
、
他
の
ツ
カ
サ
と
四
人
で
ウ
ブ
に
入
る
儀
礼
で
は
、
前
任
者
は
入
ら
ず
に
他
の
ツ
カ
サ
か
ら
指
導
を
受
け
た
と
い
う
。
A
さ
ん
も
、
就
任
し
て
最
初
の
二
、
三
回
の
儀
礼
で
は
、
前
任
者
と
共
に
ウ
ブ
に
入
り
、
カ
ン
フ
ツ
を
唱
え
る
傍
か
ら
指
導
を
受
け
た
と
い
う
。
　
前
任
者
に
教
わ
り
な
が
ら
の
祈
願
は
、
就
任
後
数
回
の
み
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
は
一
人
で
祈
願
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
川
平
の
ツ
カ
サ
は
、
特
殊
な
例
を
除
い
て
見
習
い
期
間
は
設
け
ら
れ
ず
、
カ
ン
フ
ツ
を
始
め
と
す
る
儀
礼
に
つ
い
て
の
知
識
が
ま
だ
完
全
に
身
に
つ
い
て
い
な
く
て
も
、
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
ツ
カ
サ
と
し
て
一
人
で
儀
礼
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
の
後
は
、
儀
礼
の
場
以
外
に
お
け
る
様
々
な
形
で
の
習
得
と
、
習
得
し
た
こ
と
の
儀
礼
の
場
で
の
実
践
、
そ
の
実
践
に
つ
い
て
の
先
輩
か
ら
の
指
導
を
通
し
て
、
新
任
の
ツ
カ
サ
は
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
く
。
　
カ
ン
フ
ツ
を
覚
え
る
重
要
な
場
の
一
つ
と
し
て
、
A
さ
ん
、
B
さ
ん
が
共
に
言
及
し
て
い
る
「
カ
ン
フ
ツ
ツ
ラ
シ
」
が
あ
る
。
「
ツ
ラ
ス
」
と
は
、
唱
え
合
わ
せ
て
練
習
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
カ
ン
フ
ツ
ツ
ラ
シ
は
、
ス
ー
ダ
イ
か
ら
の
「
シ
サ
リ
」
が
あ
っ
た
日
の
夜
に
行
な
わ
れ
る
。
シ
サ
リ
と
は
、
各
儀
礼
の
三
日
前
の
朝
、
た
だ
し
「
三
大
祭
」
で
あ
る
大
規
模
な
儀
礼
で
あ
る
豊
年
祭
、
結
願
祭
、
節
祭
は
五
日
前
の
朝
に
、
各
オ
ン
の
ス
ー
ダ
イ
が
そ
れ
ぞ
れ
、
各
オ
ン
の
ツ
カ
サ
の
家
に
出
向
き
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
数
日
後
の
儀
礼
で
の
祈
願
を
お
願
い
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
シ
サ
ル
」
と
は
「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
「
シ
サ
リ
」
は
「
申
し
上
げ
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
　
ス
ー
ダ
イ
か
ら
の
シ
サ
リ
が
あ
っ
た
日
の
夜
、
ツ
カ
サ
四
人
は
B
さ
ん
の
家
に
集
ま
っ
て
カ
ン
フ
ツ
ツ
ラ
シ
を
行
な
う
。
カ
ン
フ
ツ
ツ
ラ
シ
は
、
カ
ン
フ
ツ
を
ツ
カ
サ
以
外
の
人
に
聞
か
れ
な
い
よ
う
に
注
意
深
く
行
な
わ
れ
、
調
査
も
許
さ
れ
な
い
。
こ
の
と
き
、
数
日
後
の
儀
礼
で
唱
え
る
カ
ン
フ
ツ
を
ツ
カ
サ
四
人
で
唱
え
合
わ
せ
て
確
認
す
る
の
で
あ
る
が
、
新
任
の
ツ
カ
サ
に
と
っ
て
こ
れ
は
カ
ン
フ
ツ
の
重
要
な
習
得
の
場
で
あ
る
。
　
し
か
し
カ
ン
フ
ツ
ツ
ラ
シ
の
場
以
外
に
も
さ
ら
に
カ
ン
フ
ツ
の
指
導
を
受
け
る
機
会
は
必
要
で
あ
り
、
新
任
の
ツ
カ
サ
は
随
時
前
任
者
に
教
え
を
受
け
に
行
く
。
談
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
A
さ
ん
は
い
つ
で
も
カ
ン
フ
ツ
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
前
任
者
に
聞
き
に
行
っ
て
い
た
。
ま
た
山
川
オ
ン
の
ツ
カ
サ
も
、
カ
ン
フ
ツ
ツ
ラ
シ
か
ら
儀
礼
当
日
ま
で
の
三
日
間
は
、
先
輩
の
ツ
カ
サ
の
家
に
通
い
つ
め
て
習
っ
て
い
た
と
い
う
〔
工
藤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
報
告
書
編
集
委
員
会
（
編
）
一
九
九
一
　
六
三
－
四
〕
。
就
任
し
た
ば
か
り
の
頃
は
、
儀
礼
の
日
が
近
付
く
と
家
事
や
仕
事
の
間
も
頭
の
中
で
カ
ン
フ
ツ
を
確
認
し
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
出
る
と
前
任
者
に
聞
き
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
行
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
は
筆
者
も
複
数
の
ツ
カ
サ
か
ら
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
カ
ン
フ
ツ
ツ
ラ
シ
に
参
加
し
、
他
の
ツ
カ
サ
と
共
に
カ
ン
フ
ツ
を
唱
え
な
が
ら
確
認
す
る
の
で
あ
る
。
　
な
お
、
就
任
後
カ
ン
フ
ツ
の
習
得
が
ど
ん
な
に
困
難
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
カ
ン
フ
ツ
は
筆
記
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ツ
カ
サ
の
間
で
固
458
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く
守
ら
れ
て
い
る
。
沖
縄
本
島
北
部
の
東
村
や
、
宮
古
島
狩
俣
で
は
、
「
歌
詞
の
記
憶
の
手
段
と
し
て
の
み
」
〔
高
梨
一
九
九
七
一
一
六
三
〕
と
い
う
限
定
さ
れ
た
目
的
の
た
め
で
は
あ
る
が
、
女
性
神
役
が
神
歌
を
筆
記
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
〔江
内
田
二
〇
〇
〇
∵
ハ
○
⊥
二
〕
。
一
方
川
平
で
は
カ
ン
フ
ツ
は
筆
記
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
口
か
ら
口
へ
の
伝
承
が
続
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
で
ふ
れ
る
。
　
次
に
カ
ン
フ
ツ
以
外
の
知
識
の
伝
授
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
カ
ン
フ
ツ
ツ
ラ
シ
の
場
で
は
、
カ
ン
フ
ツ
の
唱
え
合
わ
せ
の
ほ
か
に
、
儀
礼
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
知
識
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
つ
い
て
の
伝
授
が
さ
れ
る
と
い
う
。
先
輩
の
ツ
カ
サ
は
、
こ
れ
か
ら
行
な
う
儀
礼
の
由
来
や
、
現
在
は
省
略
さ
れ
て
い
る
が
か
つ
て
は
行
な
わ
れ
て
い
た
儀
礼
過
程
な
ど
、
自
分
の
知
っ
て
い
る
こ
と
や
、
自
分
が
若
か
っ
た
頃
に
さ
ら
に
先
輩
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
後
輩
達
に
話
す
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
カ
ン
フ
ツ
ツ
ラ
シ
の
際
に
は
、
カ
ン
フ
ツ
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
儀
礼
の
由
来
や
古
式
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
も
伝
授
さ
れ
て
い
る
。
　
他
に
も
、
ツ
カ
サ
の
間
で
の
儀
礼
に
関
す
る
知
識
の
伝
達
は
様
々
な
場
面
で
行
な
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
複
数
の
ツ
カ
サ
が
一
緒
に
儀
礼
に
お
け
る
祈
願
を
行
な
い
、
祈
願
が
終
わ
っ
た
後
も
し
ば
ら
く
そ
の
場
に
と
ど
ま
っ
て
、
先
輩
が
後
輩
に
い
ろ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
う
な
こ
と
を
教
授
し
て
い
る
場
面
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
儀
礼
直
後
の
場
面
や
、
ま
た
儀
礼
の
最
中
に
は
、
儀
礼
の
場
に
お
け
る
言
葉
遣
い
や
儀
礼
の
手
順
な
ど
に
つ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
て
の
具
体
的
な
指
導
も
行
な
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
儀
礼
終
了
後
連
れ
立
っ
て
歩
く
帰
路
で
も
、
時
に
は
先
輩
が
後
輩
に
対
し
て
儀
礼
に
つ
い
て
話
す
。
　
ま
た
、
儀
礼
が
行
な
わ
れ
る
日
に
限
ら
ず
、
日
常
の
中
で
も
ツ
カ
サ
同
士
が
道
で
行
き
会
う
と
、
神
役
の
役
割
や
、
儀
礼
に
つ
い
て
話
す
と
い
う
。
ツ
カ
サ
の
間
に
は
、
苦
労
を
共
有
し
て
い
る
仲
間
で
あ
る
と
い
う
連
帯
感
が
強
く
、
苦
労
話
も
よ
く
し
あ
う
と
い
う
。
「
ツ
カ
サ
に
な
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
」
苦
労
を
共
有
す
る
気
持
ち
は
、
退
任
し
た
ツ
カ
サ
に
対
し
て
も
持
た
れ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
儀
礼
に
関
す
る
知
識
の
う
ち
カ
ン
フ
ツ
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
場
面
で
伝
授
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
様
子
を
第
三
者
が
見
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
カ
ン
フ
ツ
に
つ
い
て
は
、
伝
授
の
場
が
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
場
も
第
三
者
に
見
聞
き
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
深
く
閉
ざ
さ
れ
る
。
カ
ン
フ
ツ
は
い
く
つ
か
の
意
味
に
お
い
て
ツ
カ
サ
に
固
有
の
知
識
で
あ
り
実
践
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
ま
ず
一
つ
め
と
し
て
、
上
述
し
た
よ
う
な
ツ
カ
サ
か
ら
ツ
カ
サ
の
み
に
厳
し
く
限
ら
れ
て
い
る
そ
の
伝
承
方
法
の
面
か
ら
、
ツ
カ
サ
に
固
有
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
　
二
つ
め
と
し
て
、
カ
ン
フ
ツ
は
他
の
神
役
の
職
務
や
知
識
と
重
複
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
儀
礼
の
場
に
お
け
る
供
物
の
並
べ
方
を
例
に
述
べ
た
い
。
供
物
の
並
べ
方
な
ど
は
覚
え
た
。
こ
う
い
う
の
は
、
ば
あ
さ
ん
の
や
り
方
を
よ
く
見
て
い
た
か
ら
、
こ
ん
な
の
は
覚
え
て
る
。
屋
敷
願
い
で
も
、
健
康
願
い
で
も
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
六
年
七
月
十
一
日
、
A
さ
ん
談
、
ご
実
家
に
て
）
　
儀
礼
の
場
に
お
い
て
ツ
カ
サ
は
、
儀
礼
ご
と
に
種
類
や
量
の
異
な
る
様
々
な
供
物
を
、
定
め
ら
れ
た
形
式
に
並
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
祈
願
の
際
に
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
が
傍
に
つ
い
て
供
物
並
べ
を
手
伝
う
場
合
で
も
、
ツ
カ
サ
の
指
示
に
も
と
つ
い
て
い
る
。
　
若
い
う
ち
に
ツ
カ
サ
に
就
任
し
た
B
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
カ
ン
フ
ツ
以
外
に
も
供
物
の
並
べ
方
な
ど
を
覚
え
る
の
も
大
変
で
、
し
か
も
供
物
の
並
べ
方
な
ど
を
覚
え
る
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
）
も
、
筆
記
が
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
し
か
し
A
さ
ん
に
聞
い
て
み
る
と
、
先
に
掲
げ
た
よ
う
な
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
屋
敷
願
い
や
健
康
願
い
は
オ
ン
で
行
な
う
集
落
の
儀
礼
で
は
な
く
、
各
家
で
個
人
的
に
行
な
う
も
の
で
あ
る
。
祖
母
が
屋
敷
願
い
や
健
康
願
い
で
供
物
を
並
べ
る
や
り
方
を
小
さ
い
頃
か
ら
見
て
い
た
た
め
、
オ
ン
に
お
け
る
儀
礼
で
の
供
物
の
並
べ
方
も
ツ
カ
サ
に
な
っ
て
か
ら
す
ぐ
に
覚
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
つ
ま
り
、
供
物
の
並
べ
方
は
集
落
の
儀
礼
で
も
各
家
で
の
儀
礼
で
も
あ
ま
り
変
わ
り
な
く
、
ツ
カ
サ
以
外
の
人
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も
同
様
に
習
得
す
る
種
類
の
知
識
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
A
さ
ん
が
「
ば
あ
さ
ん
の
や
り
方
を
よ
く
見
て
い
た
か
ら
」
覚
え
て
い
る
と
言
う
よ
う
に
、
ま
た
儀
礼
の
場
で
ツ
カ
サ
が
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
に
指
示
を
だ
す
こ
と
か
ら
も
、
供
物
の
並
べ
方
は
カ
ン
フ
ツ
の
よ
う
に
秘
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ツ
カ
サ
以
外
に
開
か
れ
た
知
識
で
あ
る
と
言
え
る
。
　
ツ
カ
サ
以
外
の
人
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
知
識
を
も
う
一
つ
挙
げ
た
い
。
ス
ー
ダ
イ
や
イ
ビ
ニ
ン
ジ
ユ
、
カ
ン
マ
ン
ガ
ー
な
ど
複
数
の
人
が
集
ま
る
儀
礼
の
際
の
、
神
前
で
人
が
座
る
順
序
が
あ
る
。
座
る
順
序
に
つ
い
て
も
ツ
カ
サ
は
詳
し
く
、
儀
礼
の
場
で
ツ
カ
サ
が
人
々
に
指
示
を
出
す
場
面
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
儀
礼
執
行
に
頻
繁
に
伴
う
ス
ー
ダ
イ
も
、
自
身
が
定
め
ら
れ
た
順
序
に
従
っ
て
座
る
責
任
が
あ
る
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
も
あ
っ
て
、
座
順
を
一
年
の
任
期
の
間
に
覚
え
て
い
く
。
　
以
上
で
ツ
カ
サ
と
し
て
の
知
識
を
習
得
す
る
過
程
を
取
り
上
げ
る
中
で
、
カ
ン
フ
ツ
に
つ
い
て
の
知
識
と
そ
れ
以
外
の
知
識
の
違
い
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
伝
承
方
法
に
お
い
て
、
カ
ン
フ
ツ
は
伝
承
の
場
が
限
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
そ
れ
以
外
の
知
識
に
つ
い
て
は
他
者
の
目
に
ふ
れ
る
場
面
で
も
伝
承
が
行
な
わ
れ
る
。
ま
た
カ
ン
フ
ツ
が
ツ
カ
サ
以
外
に
は
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
カ
ン
フ
ツ
以
外
の
知
識
は
他
の
神
役
と
共
有
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
　
ツ
カ
サ
は
、
儀
礼
全
般
に
つ
い
て
詳
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
就
任
当
初
は
覚
え
る
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
の
覚
え
る
べ
き
こ
と
の
中
に
は
、
そ
れ
ま
で
に
得
た
経
験
や
知
識
を
も
と
に
容
易
に
身
に
つ
く
も
の
、
他
者
に
開
か
れ
た
知
識
で
あ
る
た
め
実
行
し
や
す
い
も
の
が
あ
る
一
方
で
、
カ
ン
フ
ツ
の
よ
う
に
ツ
カ
サ
の
立
場
に
固
有
で
、
カ
ン
フ
ツ
ツ
ラ
シ
と
い
う
特
別
の
伝
承
・
練
習
の
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
⑤
神
祝
（
カ
ン
ヨ
イ
）
　
新
任
者
が
ツ
カ
サ
と
し
て
の
知
識
を
一
通
り
習
得
し
、
一
人
前
に
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
、
子
、
午
、
寅
の
神
年
を
選
ん
で
「
神
祝
（
カ
ン
ヨ
イ
）
」
と
い
う
儀
式
を
行
な
う
。
一
九
九
六
年
に
就
任
し
た
B
さ
ん
は
、
二
〇
〇
二
年
の
午
年
、
ど
浜
崎
オ
ン
の
ツ
カ
サ
の
交
代
が
あ
っ
た
年
に
、
カ
ン
ヨ
イ
を
行
な
っ
た
。
　
A
さ
ん
は
カ
ン
ヨ
イ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
。
ち
ょ
う
カ
ン
ヨ
イ
は
ま
だ
ま
だ
。
ま
だ
（
わ
た
し
は
）
幼
稚
園
生
み
た
い
な
も
の
。
十
年
は
た
た
な
い
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
六
年
七
月
十
一
日
、
A
さ
ん
談
、
ご
実
家
に
て
）
　
就
任
し
て
四
年
め
の
A
さ
ん
は
、
カ
ン
ヨ
イ
は
「
ま
だ
ま
だ
」
だ
と
言
っ
て
い
た
が
、
こ
の
調
査
と
同
年
に
、
現
在
の
四
人
の
ツ
カ
サ
の
な
か
で
最
も
在
任
期
間
が
長
い
宮
鳥
オ
ン
の
ツ
カ
サ
は
、
そ
ろ
そ
ろ
A
さ
ん
の
カ
ン
ヨ
イ
を
考
え
な
け
れ
ば
と
言
っ
て
い
た
。
　
カ
ン
ヨ
イ
に
つ
い
て
は
未
調
査
の
部
分
が
多
く
、
今
後
調
査
を
行
な
っ
た
上
で
別
の
機
会
に
報
告
し
た
い
。
③
小
括
－
川
平
の
ツ
カ
サ
の
就
任
過
程
　
一
九
九
六
年
に
ツ
カ
サ
に
就
任
し
た
B
さ
ん
と
、
二
〇
〇
二
年
に
就
任
し
た
A
さ
ん
へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
主
に
も
と
づ
き
、
川
平
に
お
い
て
一
女
性
が
ツ
カ
サ
に
選
出
さ
れ
、
就
任
し
、
ツ
カ
サ
と
し
て
の
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
く
経
過
を
た
ど
っ
た
。
そ
の
過
程
で
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
　
①
ツ
カ
サ
を
選
出
す
る
神
籔
は
、
先
行
研
究
で
は
近
代
に
導
入
さ
れ
た
合
理
的
方
　
　
法
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
神
筆
に
参
加
す
る
女
性
た
ち
は
、
く
じ
の
場
　
　
は
神
が
新
し
い
ツ
カ
サ
を
選
ぶ
、
神
の
力
が
は
た
ら
く
場
と
捉
え
て
い
る
。
信
　
　
仰
の
軽
視
や
形
骸
化
と
い
っ
た
文
脈
の
み
か
ら
の
神
筆
の
議
論
は
再
考
す
る
必
　
　
要
が
あ
る
。
　
②
ツ
カ
サ
に
就
任
す
る
背
景
の
説
明
と
し
て
、
「
神
筆
の
結
果
に
は
背
く
こ
と
が
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で
き
な
い
」
「
神
役
に
な
る
血
筋
で
あ
る
」
「
巫
病
の
経
験
が
あ
る
」
と
い
う
話
　
題
に
ふ
れ
ら
れ
る
こ
と
は
多
い
。
ツ
カ
サ
を
継
承
す
る
と
さ
れ
て
き
た
血
筋
に
　
は
属
さ
な
い
女
性
が
、
ツ
カ
サ
に
選
出
さ
れ
た
事
例
を
今
回
報
告
し
た
が
、
こ
　
の
場
合
で
も
、
自
ら
の
血
筋
が
神
役
に
な
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
説
明
さ
れ
る
。
③
就
任
儀
礼
「
ヤ
マ
ダ
キ
」
で
は
、
前
任
者
た
ち
か
ら
唱
え
言
「
カ
ン
フ
ツ
」
を
　
教
え
込
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
あ
り
方
は
、
退
依
し
て
く
る
神
を
神
役
が
感
じ
　
取
る
と
い
っ
た
他
地
域
の
就
任
儀
礼
と
対
照
的
で
あ
り
、
川
平
の
ツ
カ
サ
に
は
　
霊
的
能
力
よ
り
も
、
神
に
対
し
て
祈
る
働
き
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
一
端
　
が
う
か
が
わ
れ
る
。
④
就
任
後
に
ツ
カ
サ
と
し
て
身
に
つ
け
る
べ
き
様
々
な
知
識
に
つ
い
て
、
そ
の
習
　
得
方
法
や
習
得
の
場
、
ま
た
習
得
過
程
を
検
討
す
る
と
、
各
儀
礼
で
唱
え
る
カ
　
ン
フ
ツ
に
つ
い
て
の
知
識
は
ツ
カ
サ
に
固
有
の
も
の
で
あ
る
点
で
、
そ
の
他
の
　
知
識
と
異
な
っ
て
い
る
。
　
以
上
の
検
討
か
ら
は
、
川
平
の
ツ
カ
サ
が
担
う
役
割
の
中
心
に
神
へ
の
祈
願
が
あ
る
こ
と
が
、
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
展
開
さ
れ
た
琉
球
諸
島
の
女
性
神
役
研
究
に
お
い
て
新
し
く
明
ら
か
に
さ
れ
た
女
性
神
役
像
と
は
や
や
異
な
る
。
八
〇
年
代
以
降
、
民
間
巫
者
の
ユ
タ
に
関
し
て
取
ら
れ
て
い
た
個
人
の
生
活
史
に
接
近
す
る
方
法
に
よ
っ
て
、
集
落
の
儀
礼
を
つ
か
さ
ど
る
女
性
神
役
の
性
質
が
捉
え
な
お
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
そ
れ
ま
で
コ
方
的
に
神
に
祈
る
の
み
」
と
さ
れ
て
き
た
集
落
の
女
性
神
役
が
、
実
は
様
々
な
か
た
ち
で
神
を
感
じ
、
時
に
は
懸
依
も
受
け
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
明
ら
か
に
な
っ
た
多
様
な
神
役
像
の
中
に
お
い
て
川
平
の
ツ
カ
サ
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
神
か
ら
の
は
た
ら
き
か
け
よ
り
も
神
へ
の
祈
願
の
は
た
ら
き
が
重
視
さ
れ
る
、
従
来
の
神
役
像
に
近
い
と
言
え
よ
う
。
　
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
先
行
研
究
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
管
見
の
限
り
、
想
依
な
ど
の
現
象
を
伴
わ
な
い
「
従
来
の
神
役
像
」
に
近
い
神
役
に
つ
い
て
は
、
そ
の
宗
教
的
生
活
の
詳
細
が
あ
ま
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
川
平
で
の
調
査
を
通
し
、
神
へ
の
祈
願
を
め
ぐ
る
様
々
な
方
法
、
責
任
、
規
制
、
お
よ
び
そ
れ
ら
に
基
づ
く
独
特
の
神
観
念
に
満
ち
た
女
性
神
役
の
宗
教
的
生
活
に
は
、
取
り
上
げ
る
べ
き
問
題
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
今
後
さ
ら
に
調
査
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
が
、
女
性
神
役
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
中
で
も
、
本
稿
で
は
以
下
、
唱
え
言
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
　
川
平
の
女
性
神
役
の
就
任
過
程
の
検
討
を
通
し
、
唱
え
言
カ
ン
フ
ツ
に
つ
い
て
、
そ
の
知
識
の
分
布
が
ツ
カ
サ
に
限
ら
れ
、
さ
ら
に
ツ
カ
サ
に
お
い
て
も
、
そ
の
伝
承
や
習
得
の
場
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
点
で
、
カ
ン
フ
ツ
は
ツ
カ
サ
に
と
っ
て
も
ツ
カ
サ
以
外
の
人
に
と
っ
て
も
、
独
特
な
あ
り
方
を
示
す
。
ま
た
、
カ
ン
フ
ツ
を
習
得
し
唱
え
る
こ
と
は
、
祈
る
存
在
と
し
て
の
ツ
カ
サ
に
と
っ
て
宗
教
的
生
活
の
中
心
事
項
で
あ
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
カ
ン
フ
ツ
に
焦
点
を
絞
り
、
川
平
の
カ
ン
フ
ツ
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
ば
で
あ
る
の
か
、
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
検
討
を
加
え
て
い
く
。
④
ツ
カ
サ
の
唱
え
言
「
カ
ン
フ
ツ
」
　
本
章
で
は
、
川
平
の
ツ
カ
サ
の
唱
え
言
カ
ン
フ
ツ
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
ば
で
あ
る
か
を
考
察
す
る
。
た
だ
し
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
カ
ン
フ
ツ
は
ツ
カ
サ
に
就
任
し
た
人
だ
け
が
知
り
、
唱
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
こ
と
ば
で
あ
り
、
ツ
カ
サ
は
カ
ン
フ
ツ
を
人
に
教
え
た
り
、
聞
か
れ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
調
査
に
よ
っ
て
文
言
そ
の
も
の
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
儀
礼
の
観
察
や
神
役
へ
の
聞
き
取
り
調
査
な
ど
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
、
文
言
以
外
の
手
が
か
り
か
ら
、
カ
ン
フ
ツ
の
性
質
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
、
カ
ン
フ
ツ
が
ツ
カ
サ
以
外
の
人
に
い
か
に
聞
こ
え
に
く
い
こ
と
ば
で
あ
る
か
を
述
べ
、
次
に
カ
ン
フ
ツ
の
形
式
、
内
容
、
伝
承
方
法
に
関
わ
る
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
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①
唱
え
る
位
置
、
唱
え
る
声
ー
神
の
み
に
向
け
る
唱
え
方
　
川
平
に
お
い
て
、
カ
ン
フ
ツ
に
つ
い
て
の
知
識
が
ツ
カ
サ
の
み
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
あ
り
方
は
、
カ
ン
フ
ツ
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
行
為
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
。
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
カ
ン
フ
ツ
は
ま
ず
伝
承
の
場
や
伝
承
の
方
法
の
面
に
お
い
て
、
ツ
カ
サ
以
外
の
人
に
伝
わ
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
カ
ン
フ
ツ
は
一
回
一
回
の
儀
礼
で
唱
え
る
方
法
に
お
い
て
も
、
ツ
カ
サ
以
外
の
人
に
伝
わ
り
に
く
い
。
カ
ン
フ
ツ
は
儀
礼
の
場
に
お
い
て
、
ツ
カ
サ
以
外
の
人
に
聞
こ
え
に
く
い
か
た
ち
で
唱
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
ま
ず
、
年
間
の
儀
礼
の
う
ち
、
ツ
カ
サ
の
み
が
始
め
か
ら
最
後
ま
で
執
り
行
な
う
儀
礼
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
儀
礼
で
は
、
ツ
カ
サ
以
外
の
人
は
そ
も
そ
も
儀
礼
の
場
に
近
付
け
ず
、
し
た
が
っ
て
カ
ン
フ
ツ
を
聞
き
得
な
い
。
し
か
し
、
ツ
カ
サ
以
外
の
人
が
参
加
す
る
儀
礼
で
あ
っ
て
も
、
カ
ン
フ
ツ
が
聞
き
取
ら
れ
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
低
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ツ
カ
サ
は
カ
ン
フ
ツ
を
他
の
人
か
ら
離
れ
て
、
ご
く
小
さ
な
声
で
唱
え
る
た
め
で
あ
り
、
カ
ン
フ
ツ
は
唱
え
る
場
所
の
面
か
ら
、
ま
た
唱
え
る
声
の
大
き
さ
の
面
か
ら
、
他
人
に
は
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
年
間
の
儀
礼
の
ほ
と
ん
ど
は
、
オ
ン
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
。
オ
ン
で
行
な
わ
れ
る
儀
礼
の
場
合
、
ツ
カ
サ
は
オ
ン
の
中
で
も
石
垣
で
仕
切
ら
れ
た
「
ウ
ブ
」
と
い
う
空
間
で
祈
願
を
行
な
う
。
ウ
ブ
に
は
ツ
カ
サ
と
、
女
性
神
役
の
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
し
か
入
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
。
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
が
ツ
カ
サ
の
祈
願
に
伴
う
の
は
年
に
四
回
で
あ
り
、
そ
の
他
の
儀
礼
で
は
ツ
カ
サ
は
一
人
で
ウ
ブ
に
入
る
。
ウ
ブ
内
で
祈
願
す
る
ツ
カ
サ
と
、
ウ
ブ
外
の
ツ
カ
サ
以
外
の
儀
礼
参
加
者
は
、
少
な
く
と
も
数
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
る
。
ツ
カ
サ
は
ウ
ブ
内
で
香
炉
が
置
か
れ
て
い
る
方
を
向
い
て
座
り
、
祈
る
が
、
オ
ン
に
よ
っ
て
香
炉
が
置
か
れ
る
位
置
は
異
な
り
、
ウ
ブ
の
入
口
か
ら
見
て
正
面
の
こ
と
も
あ
れ
ば
、
向
か
っ
て
右
に
置
か
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ウ
ブ
を
仕
切
る
石
垣
の
外
で
ウ
ブ
内
を
向
い
て
座
る
ツ
カ
サ
以
外
の
儀
礼
参
加
者
は
、
祈
願
す
る
ツ
カ
サ
の
後
姿
や
横
顔
を
、
遠
く
か
ら
石
垣
の
隙
間
に
見
る
の
み
な
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
オ
ン
で
行
な
わ
れ
る
儀
礼
で
は
、
ウ
ブ
と
い
う
仕
切
ら
れ
た
空
間
に
基
本
的
に
ツ
カ
サ
の
み
が
入
る
こ
と
か
ら
、
ツ
カ
サ
と
他
の
人
と
の
距
離
が
生
じ
、
唱
え
ら
れ
る
カ
ン
フ
ツ
も
聞
こ
え
な
い
の
だ
が
、
年
間
の
儀
礼
の
中
に
は
、
公
民
館
の
壇
上
や
、
古
井
戸
の
傍
で
祈
願
を
行
な
う
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ら
に
お
い
て
は
ツ
カ
サ
と
他
の
参
加
者
た
ち
は
近
い
距
離
に
座
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
で
も
、
カ
ン
フ
ツ
は
ツ
カ
サ
以
外
の
人
に
は
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
な
い
。
ツ
カ
サ
は
他
の
参
加
者
達
と
同
じ
方
向
を
向
き
な
が
ら
少
し
前
方
に
位
置
を
取
っ
て
座
っ
た
う
え
で
、
カ
ン
フ
ツ
を
と
て
も
小
さ
い
声
で
唱
え
る
の
で
あ
る
。
他
の
参
加
者
が
ツ
カ
サ
の
小
さ
い
声
を
背
後
か
ら
聞
き
取
る
こ
と
は
難
し
い
。
ウ
ブ
の
よ
う
な
仕
切
ら
れ
た
空
間
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
カ
ン
フ
ツ
は
そ
れ
を
唱
え
る
声
の
大
き
さ
と
向
き
の
面
か
ら
も
、
聞
こ
え
に
く
い
こ
と
ば
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
カ
ン
フ
ツ
を
唱
え
る
声
の
大
き
さ
に
つ
い
て
、
ツ
カ
サ
は
次
の
よ
う
に
話
す
。
一
人
で
ウ
ブ
に
入
る
と
き
は
小
さ
い
声
で
唱
え
る
。
自
分
と
神
様
だ
け
だ
か
ら
。
　
　
　
　
　
　
　
（二
〇
〇
六
年
七
月
十
一
日
、
B
さ
ん
談
、
ご
自
宅
に
て
）
　
儀
礼
に
よ
っ
て
は
四
人
の
ツ
カ
サ
が
一
つ
の
ウ
ブ
に
入
っ
て
祈
願
を
行
な
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
は
、
前
後
左
右
に
座
る
ツ
カ
サ
同
士
、
互
い
に
聞
こ
え
る
く
ら
い
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
の
声
で
唱
え
る
と
い
う
。
ま
た
別
に
、
ウ
ブ
に
四
人
で
入
る
時
も
カ
ン
フ
ツ
を
唱
え
る
声
は
互
い
に
聞
こ
え
な
い
が
、
ど
こ
を
唱
え
て
い
る
か
は
互
い
に
分
か
る
、
と
い
　
　
　
　
　
（
2
7
）
う
説
明
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ウ
ブ
に
四
人
で
入
る
時
も
、
互
い
に
聞
こ
え
る
か
聞
こ
え
な
い
か
と
い
う
程
度
の
小
さ
な
声
で
カ
ン
フ
ツ
を
唱
え
る
よ
う
で
あ
る
。
　
儀
礼
の
場
で
「
自
分
と
神
様
だ
け
」
の
関
係
に
お
い
て
唱
え
る
場
合
と
は
異
な
り
、
就
任
し
て
間
も
な
い
頃
に
前
任
者
か
ら
教
わ
り
な
が
ら
カ
ン
フ
ツ
を
唱
え
る
時
や
、
前
章
で
ふ
れ
た
カ
ン
フ
ツ
の
練
習
の
場
で
あ
る
「
カ
ン
フ
ツ
ツ
ラ
シ
」
で
は
、
そ
の
462
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場
に
い
る
人
に
聞
こ
え
る
よ
う
な
声
の
大
き
さ
で
カ
ン
フ
ツ
を
唱
え
る
。
次
の
一
つ
め
の
談
話
は
カ
ン
フ
ツ
の
習
得
方
法
の
説
明
と
し
て
前
章
で
も
挙
げ
た
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
声
の
大
き
さ
の
説
明
と
し
て
再
び
挙
げ
た
い
。
ツ
カ
サ
に
な
り
た
て
の
頃
、
最
初
の
二
、
三
回
は
、
前
任
者
と
一
緒
に
ウ
ブ
に
入
っ
た
。
前
任
者
に
も
聞
こ
え
る
よ
う
に
唱
え
て
、
次
は
こ
う
、
次
は
こ
う
、
と
教
え
て
も
ら
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
六
年
七
月
十
一
日
、
B
さ
ん
談
、
ご
自
宅
に
て
）
四
人
で
ツ
ラ
ス
と
き
も
、
互
い
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
、
少
し
大
き
い
声
で
唱
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
六
年
七
月
十
一
日
、
B
さ
ん
談
、
ご
自
宅
に
て
）
　
以
上
の
よ
う
に
カ
ン
フ
ツ
は
、
習
得
や
唱
え
合
わ
せ
て
の
練
習
と
い
っ
た
特
別
な
目
的
が
あ
る
時
に
は
、
人
に
聞
か
せ
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
、
そ
の
場
に
い
る
人
に
聞
こ
え
る
程
度
の
声
で
唱
え
ら
れ
る
。
し
か
し
通
常
の
儀
礼
の
場
で
唱
え
ら
れ
る
カ
ン
フ
ツ
は
、
神
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
ば
で
あ
っ
て
人
に
聞
か
せ
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
ば
を
発
す
る
目
的
の
上
だ
け
で
は
な
く
、
実
践
方
法
の
上
で
も
、
カ
ン
フ
ツ
は
神
の
み
に
向
け
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
カ
ン
フ
ツ
は
ご
く
小
さ
な
声
に
よ
っ
て
他
者
か
ら
離
れ
た
場
所
で
唱
え
ら
れ
る
た
め
に
、
は
か
ら
ず
も
人
に
聞
こ
え
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
カ
ン
フ
ツ
は
、
伝
承
の
場
だ
け
で
な
く
、
儀
礼
で
唱
え
ら
れ
る
場
面
に
お
い
て
も
、
ツ
カ
サ
以
外
の
人
が
聞
き
知
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
ば
で
あ
る
。
②
唱
え
る
手
順
　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ツ
カ
サ
以
外
の
人
が
カ
ン
フ
ツ
を
「
聞
く
」
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
が
、
カ
ン
フ
ツ
を
唱
え
る
ツ
カ
サ
を
遠
く
か
ら
「
見
る
」
こ
と
は
で
き
る
。
ツ
カ
サ
が
祈
る
様
子
か
ら
は
、
ツ
カ
サ
の
唱
え
言
が
祈
願
の
手
順
に
応
じ
て
い
く
つ
か
の
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
観
察
に
聞
き
取
り
調
査
を
加
え
、
さ
ら
に
先
行
研
究
〔
中
澤
一
九
八
七
‥
二
一
二
〇
、
前
原
二
〇
〇
二
一
六
〇
ー
一
〕
を
参
照
す
る
と
、
ツ
カ
サ
の
祈
願
手
順
と
そ
れ
に
応
じ
た
唱
え
言
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
　
ツ
カ
サ
は
正
座
し
、
両
手
を
水
平
に
し
て
円
を
描
く
よ
う
に
す
り
合
わ
せ
な
が
ら
、
ま
ず
、
各
オ
ン
に
お
け
る
神
の
名
前
「
ミ
ョ
ー
ズ
（
名
字
）
」
を
唱
え
、
各
オ
ン
が
管
轄
す
る
土
地
の
名
「
パ
カ
ー
ラ
」
を
唱
え
る
。
次
に
香
を
焚
き
、
こ
れ
か
ら
祈
る
内
容
を
伝
え
る
祈
願
を
す
る
。
続
い
て
供
物
を
少
し
ず
つ
取
り
分
け
て
香
炉
の
前
に
供
え
、
香
を
焚
き
、
そ
の
祈
願
に
お
け
る
中
心
的
な
内
容
の
唱
え
言
を
唱
え
る
。
こ
の
時
は
腰
を
か
が
め
、
合
わ
せ
た
両
手
で
地
面
を
突
き
な
が
ら
唱
え
る
。
終
わ
る
と
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
髪
に
米
粒
を
入
れ
る
。
続
い
て
、
神
に
祈
願
が
通
じ
た
か
ど
う
か
を
見
る
米
占
い
を
行
な
う
。
通
じ
た
と
出
る
と
、
髪
に
米
粒
を
入
れ
、
香
を
焚
き
、
最
後
の
挨
拶
に
あ
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
た
る
祈
願
を
行
な
う
。
　
年
間
の
儀
礼
の
規
模
は
大
小
様
々
で
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
ツ
カ
サ
に
よ
る
祈
願
の
手
順
は
ど
の
儀
礼
で
も
お
よ
そ
共
通
し
、
こ
の
手
順
の
中
で
ツ
カ
サ
は
唱
え
言
を
行
な
う
。
以
上
の
手
順
に
よ
る
祈
願
が
、
あ
る
儀
礼
で
は
一
回
の
み
、
ま
た
別
の
儀
礼
で
は
二
回
、
三
回
、
と
行
な
わ
れ
る
。
ツ
カ
サ
の
み
で
行
な
う
よ
う
な
小
規
模
な
儀
礼
で
は
、
以
上
の
祈
願
手
順
が
儀
礼
過
程
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
占
め
る
。
一
方
で
、
集
落
の
多
く
の
人
々
が
集
ま
る
よ
う
な
大
規
模
な
儀
礼
で
は
、
ツ
カ
サ
に
よ
る
祈
願
の
後
や
合
間
に
、
直
会
や
奉
納
芸
能
な
ど
が
行
な
わ
れ
る
。
　
祈
願
の
最
初
に
唱
え
ら
れ
る
ミ
ョ
ー
ズ
及
び
パ
カ
ー
ラ
は
、
ど
の
儀
礼
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
ミ
ョ
ー
ズ
・
パ
カ
ー
ラ
の
後
に
は
各
儀
礼
に
固
有
の
カ
ン
フ
ツ
が
唱
え
ら
れ
る
。
ま
ず
ミ
ョ
ー
ズ
と
パ
カ
ー
ラ
に
つ
い
て
次
に
述
べ
る
。
③
ミ
ョ
ー
ズ
と
パ
カ
ー
ラ
ミ
ョ
ー
ズ
と
パ
カ
ー
ラ
は
、
前
章
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
三
日
間
の
就
任
儀
礼
ヤ
マ
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ダ
キ
の
間
に
必
ず
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ツ
カ
サ
に
よ
れ
ば
、
ミ
ョ
ー
ズ
は
各
オ
ン
の
神
の
名
前
、
パ
カ
ー
ラ
は
各
オ
ン
の
神
の
管
轄
地
と
さ
れ
る
。
　
ミ
ョ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
「
神
の
名
前
」
で
あ
る
こ
と
以
上
は
分
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
ら
ず
、
今
後
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
ミ
ョ
ー
ズ
、
パ
カ
ー
ラ
は
と
も
に
ツ
カ
サ
以
外
の
人
が
知
る
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
る
こ
と
ば
で
あ
る
が
、
パ
カ
ー
ラ
は
い
く
つ
か
の
文
献
〔
川
平
村
の
歴
史
編
纂
委
員
会
（
編
）
一
九
七
六
一
六
六
・
六
八
・
七
〇
・
七
一
、
湧
上
一
九
七
三
‥
五
三
－
七
等
〕
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
群
星
オ
ン
に
は
三
一
、
山
川
オ
ン
に
は
十
一
、
宮
鳥
オ
ン
に
は
十
六
、
浜
崎
オ
ン
に
は
十
三
の
パ
カ
ー
ラ
が
あ
る
。
八
重
山
一
円
に
お
い
て
「
バ
カ
」
は
「
区
切
り
し
た
場
所
」
〔
湧
上
一
九
七
三
一
四
七
〕
、
「
区
画
さ
れ
た
領
域
」
〔
保
坂
一
九
九
九
一
一
一
一
二
〕
を
意
味
す
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
川
平
で
は
主
に
各
オ
ン
の
祈
願
上
の
役
割
や
由
来
と
関
わ
り
の
あ
る
区
域
（
井
戸
、
森
、
崎
な
ど
）
が
、
パ
カ
ー
ラ
と
呼
ば
れ
て
い
る
〔湧
上
一
九
七
三
一
四
八
、
保
坂
一
九
九
九
一
二
二
二
〕
。
　
パ
カ
ー
ラ
が
ツ
カ
サ
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
る
と
き
の
形
式
も
、
い
く
つ
か
の
文
献
〔宮
良
一
九
七
一
　
八
四
ー
五
、
外
間
・
宮
良
（
編
）
一
九
七
九
一
三
八
ー
九
等
〕
に
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
つ
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
パ
カ
ー
ラ
は
一
つ
一
つ
に
「
降
り
お
る
ふ
う
や
ん
大
親
（
降
り
な
さ
る
大
親
、
神
様
）
」
と
い
う
文
句
が
添
え
ら
れ
て
唱
え
ら
れ
て
い
く
。
例
え
ば
、
群
星
オ
ン
の
最
初
の
三
つ
の
パ
カ
ー
ラ
は
、
次
の
よ
う
に
唱
え
ら
れ
る
。
ふ
し
い
く
く
う
し
い
く
　
う
　
　
　
　
　
ふ
う
や
ん
「
大
底
　
小
底
　
降
り
お
る
　
大
親
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
ふ
う
や
ん
う
る
か
　
う
る
か
ま
　
降
り
お
る
　
大
親
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
ふ
う
や
ん
ば
っ
か
ん
し
ゃ
　
　
し
た
ん
さ
　
降
り
お
る
　
大
親
」
〔
外
間
・
宮
良
（
編
）
一
九
七
九
二
二
八
〕
　
ふ
し
い
く
く
う
し
い
く
　
「
大
底
　
小
底
」
「
う
る
か
星
オ
ン
の
パ
カ
ー
ラ
で
あ
り
、
う
る
か
ま
」
「
ば
っ
か
ん
し
ゃ
　
し
た
ん
さ
」
は
群
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
ふ
う
や
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
「
降
り
お
る
　
大
親
」
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
名
に
「
降
り
な
さ
る
大
親
」
を
添
え
て
唱
え
て
い
く
形
式
は
、
竹
富
島
の
女
性
神
役
に
よ
る
唱
え
言
に
も
確
認
さ
れ
る
〔
外
間
・
宮
良
（
編
）
一
九
七
九
一
五
九
－
七
三
〕
。
　
ど
の
儀
礼
で
も
同
様
に
最
初
に
唱
え
ら
れ
る
ミ
ョ
ー
ズ
と
パ
カ
ー
ラ
は
、
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
「
カ
ン
フ
ツ
」
に
含
ま
れ
る
の
か
、
ま
た
ツ
カ
サ
同
士
で
カ
ン
フ
ツ
を
唱
え
合
わ
せ
て
練
習
す
る
カ
ン
フ
ツ
ツ
ラ
シ
の
場
で
は
、
ミ
ョ
ー
ズ
と
パ
カ
ー
ラ
も
唱
え
る
練
習
を
す
る
の
か
は
、
今
後
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
、
カ
ン
フ
ツ
ツ
ラ
シ
に
つ
い
て
の
ツ
カ
サ
に
よ
る
次
の
よ
う
な
発
言
か
ら
す
る
と
、
カ
ン
フ
ツ
ツ
ラ
シ
の
場
に
お
い
て
は
、
オ
ン
ご
と
に
異
な
る
ミ
ョ
ー
ズ
や
パ
カ
ー
ラ
よ
り
も
、
儀
礼
ご
と
に
は
異
な
る
が
ど
の
オ
ン
に
も
共
通
す
る
唱
え
言
を
唱
え
合
わ
せ
て
練
習
す
る
こ
と
に
重
点
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
四
人
で
一
言
一
言
全
部
合
わ
せ
な
い
と
、
め
い
め
い
の
オ
ミ
ヤ
え
な
い
。
バ
ラ
バ
ラ
で
は
い
け
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
六
年
十
一
月
入
日
、
C
さ
ん
談
、
④
各
儀
礼
に
固
有
の
カ
ン
フ
ツ
ー
そ
の
形
式
（オ
ン
）
で
言
ご
自
宅
に
て
）
　
先
の
発
言
か
ら
は
、
各
儀
礼
に
固
有
の
唱
え
言
（
カ
ン
フ
ツ
）
の
様
態
に
つ
い
て
も
示
唆
が
得
ら
れ
る
。
　
前
節
ま
で
で
見
た
よ
う
に
、
カ
ン
フ
ツ
に
つ
い
て
の
知
識
は
様
々
な
面
か
ら
ツ
カ
サ
以
外
の
人
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
儀
礼
ご
と
の
カ
ン
フ
ツ
は
ミ
ョ
ー
ズ
や
バ
カ
ー
ラ
の
よ
う
に
文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
る
例
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
た
が
っ
て
各
儀
礼
に
固
有
の
カ
ン
フ
ツ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
ど
の
よ
う
に
唱
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ツ
カ
サ
以
外
の
人
は
正
確
に
は
把
握
で
き
な
い
。
　
し
か
し
、
四
人
の
ツ
カ
サ
は
、
各
自
が
担
当
す
る
オ
ン
で
別
々
に
カ
ン
フ
ツ
を
唱
え
る
時
で
あ
っ
て
も
バ
ラ
バ
ラ
の
カ
ン
フ
ツ
を
唱
え
て
は
な
ら
ず
、
カ
ン
フ
ツ
ツ
ラ
シ
で
一
言
一
句
を
合
わ
せ
て
か
ら
儀
礼
に
臨
む
と
い
う
先
の
発
言
か
ら
は
、
カ
ン
フ
464
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ツ
は
ツ
カ
サ
以
外
の
人
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
な
い
こ
と
ば
で
あ
る
が
、
ツ
カ
サ
の
役
に
就
く
人
の
間
で
は
統
一
が
は
か
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
こ
か
ら
は
カ
ン
フ
ツ
が
定
ま
っ
た
形
式
と
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
　
で
は
、
儀
礼
ご
と
の
カ
ン
フ
ツ
が
有
す
る
で
あ
ろ
う
形
式
と
内
容
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
こ
と
ば
の
形
式
に
つ
い
て
ツ
カ
サ
が
語
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
ず
ー
っ
と
む
か
し
の
、
川
平
村
が
建
っ
た
頃
の
こ
と
ば
。
難
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
六
年
七
月
十
一
日
、
C
さ
ん
談
、
ご
自
宅
に
て
）
カ
ン
フ
ツ
の
ク
チ
（
口
）
の
方
言
は
、
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
方
言
と
全
然
違
う
。
（二
〇
〇
六
年
七
月
十
一
日
、
A
さ
ん
談
、
ご
実
家
に
て
）
　
ツ
カ
サ
は
し
ば
し
ば
、
カ
ン
フ
ツ
の
詞
章
は
昔
の
川
平
方
言
で
で
き
て
お
り
、
中
に
は
意
味
の
分
か
ら
な
い
語
も
含
ま
れ
る
と
話
す
。
ま
た
、
敬
語
も
多
く
含
ま
れ
る
の
で
な
お
さ
ら
難
し
い
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
意
味
の
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
を
初
め
て
一
度
に
た
く
さ
ん
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
就
任
儀
礼
ヤ
マ
ダ
キ
は
大
変
辛
い
も
の
だ
と
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
⑤
カ
ン
フ
ツ
の
内
容
ー
カ
ン
フ
ツ
改
変
の
二
つ
の
事
例
か
ら
　
次
に
、
各
儀
礼
に
固
有
の
カ
ン
フ
ツ
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
よ
み
込
ま
れ
て
い
る
の
か
、
ま
ず
は
カ
ン
フ
ツ
の
改
変
と
言
い
得
る
事
例
を
も
と
に
検
討
し
た
い
。
　
琉
球
諸
島
に
お
け
る
他
地
域
の
神
歌
や
神
謡
と
同
様
に
、
川
平
の
カ
ン
フ
ツ
も
昔
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
通
り
に
覚
え
て
唱
え
る
べ
き
、
変
え
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
大
方
の
カ
ン
フ
ツ
は
「
昔
の
通
り
」
と
い
う
意
識
の
も
と
で
伝
承
、
習
得
さ
れ
、
儀
礼
の
場
に
お
い
て
実
践
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
、
カ
ン
フ
ツ
の
中
に
は
「
昔
の
通
り
」
に
な
っ
て
い
な
い
例
外
的
な
も
の
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
　
「
麦
豆
の
初
上
げ
」
と
い
う
、
収
穫
さ
れ
た
麦
や
豆
の
初
物
を
神
に
奉
納
す
る
と
い
う
主
旨
の
儀
礼
が
あ
る
。
こ
の
儀
礼
に
お
け
る
カ
ン
フ
ツ
は
、
新
し
く
創
ら
れ
た
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
川
平
の
麦
、
粟
、
豆
は
、
E
さ
ん
が
ツ
カ
サ
に
な
っ
た
一
九
五
〇
年
に
は
農
作
物
と
し
て
作
ら
れ
て
お
り
、
儀
礼
で
も
農
作
業
に
連
動
し
て
麦
や
豆
の
収
穫
を
神
に
報
告
す
る
カ
ン
フ
ツ
を
唱
え
て
い
た
。
し
か
し
、
麦
、
豆
は
そ
れ
か
ら
五
、
六
年
で
作
ら
れ
な
く
な
り
、
儀
礼
で
は
そ
れ
ま
で
の
カ
ン
フ
ツ
も
唱
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
儀
礼
自
体
を
省
く
こ
と
は
な
く
、
日
取
り
し
て
行
な
い
続
け
た
。
そ
れ
は
「
昔
か
ら
ず
っ
と
続
い
て
き
た
も
の
を
自
分
の
代
で
途
絶
え
さ
せ
る
の
が
い
や
だ
っ
た
か
ら
」
と
い
う
理
由
に
よ
る
。
ま
た
二
つ
め
の
理
由
と
し
て
「
種
子
出
し
を
し
た
ら
初
上
げ
を
し
な
い
と
お
か
し
い
の
で
」
と
い
う
こ
と
も
言
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
「
麦
豆
の
初
上
げ
」
の
半
年
ほ
ど
前
の
時
期
に
、
麦
粟
の
作
付
け
を
神
に
報
告
す
る
儀
礼
「
麦
粟
の
種
子
出
し
」
が
あ
り
、
種
子
出
し
の
儀
礼
を
従
来
通
り
行
な
う
以
上
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
初
上
げ
の
儀
礼
も
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
儀
礼
の
流
れ
の
中
で
矛
盾
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
「
麦
豆
の
初
上
げ
」
に
お
け
る
カ
ン
フ
ツ
で
は
、
「
麦
、
粟
、
豆
は
鳥
が
と
っ
て
し
ま
う
か
ら
今
は
作
っ
て
い
ま
せ
ん
、
山
に
囲
ま
れ
た
川
平
で
す
か
ら
鳥
も
多
い
、
い
つ
か
は
ま
た
作
ら
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
こ
れ
ら
の
作
物
を
作
っ
て
い
な
い
理
由
や
成
り
行
き
を
言
っ
て
い
る
と
い
う
。
具
体
的
な
文
言
は
、
「
ツ
カ
サ
同
士
で
ツ
ラ
ス
時
に
、
他
の
カ
ン
フ
ツ
を
参
考
に
敬
語
を
取
り
入
れ
て
作
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ツ
カ
サ
達
の
み
が
集
ま
る
カ
ン
フ
ツ
ツ
ラ
シ
の
場
で
ツ
カ
サ
達
に
よ
っ
て
、
他
の
儀
礼
に
お
け
る
カ
ン
フ
ツ
と
同
様
の
こ
と
ば
の
形
式
に
な
る
よ
う
に
、
従
来
の
作
物
を
作
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
を
神
に
説
明
す
る
新
し
い
カ
ン
フ
ツ
は
創
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
カ
ン
フ
ツ
は
「
ず
ー
っ
と
む
か
し
の
、
川
平
村
が
建
っ
た
頃
の
こ
と
ば
」
で
で
き
て
い
る
と
さ
れ
、
ツ
カ
サ
か
ら
ツ
カ
サ
へ
そ
の
ま
ま
伝
承
さ
れ
た
も
の
が
「
カ
ン
フ
ツ
ツ
ラ
シ
」
の
場
で
統
一
を
保
た
れ
よ
う
と
す
る
一
方
で
、
現
実
の
465
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変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
新
し
く
創
り
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
。
　
な
お
、
現
実
の
生
活
で
麦
や
豆
が
作
ら
れ
な
く
な
っ
た
時
点
で
、
麦
豆
を
奉
納
す
る
主
旨
の
カ
ン
フ
ツ
を
唱
え
な
く
な
り
、
代
わ
っ
て
儀
礼
で
そ
の
生
育
を
祈
願
す
べ
き
作
物
を
作
っ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
説
明
を
言
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
の
例
か
ら
は
、
カ
ン
フ
ツ
が
、
農
作
業
に
応
じ
た
儀
礼
目
的
に
沿
う
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
　
も
う
一
つ
挙
げ
る
「
カ
ン
フ
ツ
の
改
変
」
の
事
例
は
、
先
の
よ
う
な
ツ
カ
サ
全
員
に
共
有
さ
れ
る
カ
ン
フ
ツ
を
創
る
例
で
は
な
く
、
カ
ン
フ
ツ
の
習
得
過
程
に
あ
る
ツ
カ
サ
が
儀
礼
の
場
で
創
出
す
る
そ
の
場
限
り
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
ニ
ガ
イ
の
こ
と
ば
の
意
味
も
教
わ
る
。
だ
か
ら
、
カ
ン
フ
ツ
が
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
そ
の
意
味
に
合
う
よ
う
に
、
た
と
え
ば
収
穫
の
初
上
げ
と
い
う
意
味
に
合
う
よ
う
に
、
自
分
で
つ
く
っ
て
言
う
。
そ
れ
で
、
あ
と
か
ら
ツ
カ
サ
の
人
に
き
く
。
分
か
ら
な
い
と
き
は
何
回
も
き
く
。
三
日
後
で
も
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
六
年
七
月
十
一
日
、
A
さ
ん
談
、
ご
実
家
に
て
）
　
二
〇
〇
二
年
に
就
任
し
、
カ
ン
フ
ツ
を
習
得
中
の
A
さ
ん
は
、
ウ
ブ
に
入
っ
て
い
る
時
に
カ
ン
フ
ツ
が
ど
う
し
て
も
分
か
ら
な
く
な
る
と
、
こ
と
ば
を
自
分
で
つ
く
っ
て
言
う
、
と
い
う
。
そ
の
こ
と
ば
は
、
儀
礼
の
主
旨
（
た
と
え
ば
「
収
穫
の
初
上
げ
」
）
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
あ
と
か
ら
で
も
前
任
者
や
他
の
ツ
カ
サ
に
、
唱
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
る
べ
き
で
あ
っ
た
カ
ン
フ
ツ
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
う
と
い
う
。
　
こ
の
例
か
ら
も
、
カ
ン
フ
ツ
の
内
容
が
、
農
耕
の
手
順
に
応
じ
た
儀
礼
内
容
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
も
そ
も
、
カ
ン
フ
ツ
は
農
耕
生
活
の
つ
つ
が
な
い
展
開
を
祈
願
す
る
儀
礼
に
お
け
る
唱
え
言
で
あ
る
た
め
、
そ
の
内
容
が
農
作
業
の
成
功
や
豊
作
の
感
謝
と
い
う
儀
礼
目
的
に
沿
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
特
別
に
意
外
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
先
述
の
よ
う
に
、
カ
ン
フ
ツ
の
文
言
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
語
ら
れ
ず
、
筆
記
資
料
等
も
無
い
た
め
、
こ
う
し
た
一
見
当
然
に
見
え
る
こ
と
も
、
手
が
か
り
を
も
と
に
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
⑥
緩
や
か
な
習
得
過
程
　
前
節
で
は
、
就
任
し
て
間
も
な
い
神
役
が
、
儀
礼
の
場
で
カ
ン
フ
ツ
が
分
か
ら
な
く
な
る
と
、
儀
礼
目
的
に
沿
う
カ
ン
フ
ツ
の
意
味
に
合
わ
せ
て
こ
と
ば
を
「
自
分
で
つ
く
っ
て
言
う
」
と
い
う
例
を
挙
げ
た
。
こ
れ
は
、
儀
礼
遂
行
上
は
決
し
て
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
カ
ン
フ
ツ
を
唱
え
る
状
況
が
、
川
平
の
神
役
に
こ
う
し
た
改
変
を
可
能
に
し
て
い
る
と
指
摘
で
き
よ
う
。
　
た
と
え
ば
、
宮
古
島
狩
俣
の
神
歌
も
儀
礼
の
場
で
決
ま
っ
た
形
の
通
り
に
歌
う
べ
き
と
さ
れ
る
が
、
神
役
に
対
し
て
評
価
基
準
を
も
っ
て
聞
く
人
も
い
る
中
で
歌
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
〔
内
田
二
〇
〇
〇
一
五
三
・
七
二
〕
、
川
平
の
先
の
事
例
の
よ
う
に
分
ら
な
い
時
は
こ
と
ば
を
「
自
分
で
つ
く
っ
て
言
う
」
こ
と
は
き
わ
め
て
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
　
一
方
川
平
の
カ
ン
フ
ツ
は
、
先
述
の
よ
う
に
そ
の
場
に
い
る
人
に
は
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
な
い
よ
う
な
小
さ
な
声
で
唱
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
ツ
カ
サ
一
人
き
り
で
唱
え
ら
れ
る
。
唱
え
方
に
つ
い
て
評
価
基
準
を
も
っ
て
聞
い
て
い
る
人
は
、
基
本
的
に
い
な
い
。
新
任
者
は
就
任
当
初
、
前
任
者
と
共
に
祈
願
を
行
な
う
が
、
先
述
の
よ
う
に
川
平
の
ツ
カ
サ
に
は
比
較
的
早
期
に
一
人
で
儀
礼
を
執
り
行
な
う
責
任
が
生
じ
、
前
任
者
の
も
と
で
の
儀
礼
執
行
は
最
初
の
二
、
三
回
の
み
な
の
で
あ
る
。
通
常
の
儀
礼
に
お
い
て
は
、
カ
ン
フ
ツ
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
唱
え
る
本
人
く
ら
い
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
に
よ
っ
て
、
カ
ン
フ
ツ
の
習
得
過
程
に
あ
る
ツ
カ
サ
が
、
儀
礼
の
場
で
こ
と
ば
を
「
自
分
で
つ
く
っ
て
言
う
」
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
も
う
一
点
、
狩
俣
や
東
村
で
は
、
伝
承
や
習
得
の
過
程
で
筆
記
用
具
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
〔
高
梨
一
九
九
七
一
一
五
七
ー
一
六
三
、
内
田
二
〇
〇
〇
一
六
〇
ー
一
〕
の
に
対
し
、
川
平
で
は
い
ま
だ
に
口
承
の
み
で
カ
ン
フ
ツ
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
習
得
過
程
に
お
け
る
他
者
か
ら
の
評
価
の
あ
466
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り
方
と
関
わ
ら
せ
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
狩
俣
や
東
村
で
伝
承
過
程
に
筆
記
用
具
が
導
入
さ
れ
た
背
景
に
は
、
神
役
は
就
任
し
て
す
ぐ
の
時
期
か
ら
、
聞
き
手
の
評
価
を
意
識
し
て
、
迅
速
に
神
歌
を
歌
え
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
が
大
き
い
と
い
う
事
態
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
し
川
平
で
は
、
カ
ン
フ
ツ
の
習
得
過
程
に
あ
る
ツ
カ
サ
が
他
者
の
評
価
に
さ
ら
さ
れ
る
機
会
は
極
め
て
少
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
口
か
ら
口
へ
と
い
う
速
度
で
の
伝
承
が
ゆ
る
さ
れ
、
「
カ
ミ
ゴ
ト
（
神
事
）
に
関
し
て
は
紙
に
書
い
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
規
範
が
守
ら
れ
得
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
も
っ
と
も
、
川
平
に
お
い
て
も
儀
礼
の
場
で
カ
ン
フ
ツ
を
教
え
ら
れ
た
と
お
り
に
唱
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
本
来
は
よ
く
な
い
状
況
で
あ
る
。
か
つ
て
E
さ
ん
は
カ
ン
フ
ツ
に
つ
い
て
、
コ
つ
間
違
っ
た
ら
千
罰
」
と
い
う
言
葉
を
紹
介
し
て
、
正
確
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
唱
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
厳
し
さ
を
語
っ
て
い
た
。
近
年
就
任
し
た
A
さ
ん
も
カ
ン
フ
ツ
を
す
べ
て
覚
え
る
た
め
に
、
習
得
に
励
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
儀
礼
の
前
だ
け
で
な
く
、
「
三
日
後
で
も
」
、
カ
ン
フ
ツ
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
聞
き
に
行
く
と
い
う
先
に
挙
げ
た
談
話
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
川
平
の
カ
ン
フ
ツ
は
、
ツ
カ
サ
以
外
の
人
に
聞
か
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に
唱
え
ら
れ
、
他
人
の
厳
し
い
評
価
に
さ
ら
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
他
集
落
に
比
べ
て
習
得
過
程
も
緩
や
か
に
な
り
得
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
他
人
の
目
が
な
く
て
も
、
カ
ン
フ
ツ
の
習
得
が
疎
か
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
基
本
的
に
先
輩
か
ら
教
わ
っ
た
通
り
に
唱
え
る
こ
と
が
、
常
に
目
指
さ
れ
て
い
る
。
⑦
習
得
上
の
手
が
か
！
「
道
理
上
」
と
い
う
説
明
E
さ
ん
は
か
つ
て
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
た
。
カ
ン
フ
ツ
は
「
道
理
上
」
に
な
っ
て
お
り
、
順
序
が
あ
る
。
季
節
に
合
わ
せ
て
道
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
農
作
業
の
手
順
に
沿
っ
た
文
句
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
意
味
が
通
る
の
で
、
唱
え
ら
れ
る
。
一
方
、
「
十
月
祭
」
や
「
九
月
九
日
」
、
「
旧
正
月
」
、
「
火
の
神
の
願
い
」
は
住
民
の
健
康
祈
願
で
、
農
作
物
に
つ
い
て
の
祈
願
で
は
な
く
、
「
道
理
上
」
で
は
な
い
か
ら
難
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
一
年
入
月
十
二
日
、
E
さ
ん
談
、
ご
自
宅
に
て
）
　
こ
れ
は
、
五
十
年
以
上
神
役
を
つ
と
め
た
、
カ
ン
フ
ツ
に
習
熟
し
た
元
ツ
カ
サ
の
談
話
で
あ
る
。
カ
ン
フ
ツ
に
は
季
節
ご
と
の
農
作
業
の
流
れ
に
沿
っ
て
唱
え
て
ゆ
け
る
も
の
と
、
そ
の
流
れ
の
例
外
的
存
在
と
し
て
の
健
康
祈
願
と
が
あ
り
、
前
者
は
「道
理
上
に
な
っ
て
い
る
」
と
、
後
者
は
「
道
理
上
で
は
な
い
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
　
川
平
の
儀
礼
の
う
ち
、
稲
そ
の
他
の
農
作
物
の
生
育
や
豊
作
を
祈
願
す
る
儀
礼
は
、
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
の
段
階
ご
と
に
分
け
て
行
な
わ
れ
、
全
体
で
一
連
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
儀
礼
の
主
旨
や
目
的
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
よ
み
込
ん
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
カ
ン
フ
ツ
は
、
季
節
ご
と
の
農
作
業
の
手
順
に
沿
っ
た
内
容
で
、
複
数
の
儀
礼
に
わ
た
り
一
連
の
順
序
を
も
つ
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
一
方
「
道
理
上
」
で
は
な
い
カ
ン
フ
ツ
は
健
康
祈
願
の
カ
ン
フ
ツ
で
あ
り
、
一
回
ご
と
の
儀
礼
で
完
結
し
、
他
の
儀
礼
に
お
け
る
カ
ン
フ
ツ
と
の
前
後
関
係
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
　
E
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
農
作
物
に
つ
い
て
の
一
連
の
「
道
理
上
」
に
な
っ
て
い
る
カ
ン
フ
ツ
は
覚
え
や
す
い
が
、
一
方
で
一
回
完
結
型
の
健
康
祈
願
の
カ
ン
フ
ツ
は
覚
え
に
く
い
と
い
う
。
こ
れ
は
、
「
道
理
上
」
に
な
っ
て
い
る
カ
ン
フ
ツ
は
、
季
節
や
農
作
業
に
つ
い
て
の
事
柄
、
ま
た
「
道
理
上
」
の
一
連
に
お
け
る
前
後
関
係
な
ど
、
文
言
を
覚
え
る
う
え
で
手
が
か
り
と
な
る
連
想
の
対
象
が
多
い
一
方
で
、
「
道
理
上
」
に
な
っ
て
い
な
い
健
康
祈
願
の
カ
ン
フ
ツ
は
、
連
想
の
対
象
が
よ
り
少
な
く
、
そ
れ
そ
の
も
の
を
覚
え
る
し
か
な
い
た
め
に
難
し
い
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
　
こ
こ
で
も
う
一
つ
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
E
さ
ん
の
次
の
よ
う
な
お
話
で
あ
る
。
ツ
カ
サ
に
な
っ
て
か
ら
七
、
八
年
で
カ
ン
フ
ツ
を
覚
え
た
。
覚
え
る
間
は
、
れ
は
こ
う
い
う
意
味
だ
な
あ
と
考
え
な
が
ら
、
筋
を
つ
け
て
い
っ
た
。
こ
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（二
〇
〇
四
年
五
月
二
十
三
日
、
E
さ
ん
談
、
ご
自
宅
に
て
）
　
「
道
理
上
」
と
い
う
説
明
の
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
に
カ
ン
フ
ツ
に
つ
い
て
考
え
な
が
ら
覚
え
る
と
い
う
ツ
カ
サ
の
習
得
過
程
が
あ
る
。
カ
ン
フ
ツ
の
あ
る
部
分
に
つ
い
て
「
こ
れ
は
こ
う
い
う
意
味
だ
な
あ
」
と
考
え
る
と
き
、
そ
の
部
分
が
「
道
理
上
」
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
覚
え
や
す
さ
が
か
わ
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「道
理
上
」
の
部
分
で
あ
れ
ば
、
農
作
業
や
季
節
に
ま
つ
わ
る
事
柄
に
、
理
解
の
手
が
か
り
を
多
く
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
な
お
先
述
の
よ
う
に
、
川
平
の
カ
ン
フ
ツ
は
伝
承
過
程
に
お
い
て
、
前
任
者
か
ら
後
任
者
へ
文
言
と
意
味
の
両
方
が
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
E
さ
ん
の
談
話
に
よ
れ
ば
、
カ
ン
フ
ツ
は
習
得
過
程
で
意
味
の
分
ら
な
い
部
分
が
多
数
出
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
調
査
の
間
、
カ
ン
フ
ツ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
す
く
ま
願
い
」
の
「
す
く
ま
」
や
、
「
し
な
ー
む
の
ん
」
の
「
し
な
ー
」
と
い
っ
た
、
個
々
の
儀
礼
の
名
称
に
つ
い
て
さ
え
も
、
意
味
が
確
定
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
、
E
さ
ん
が
自
ら
「
考
え
た
」
意
味
を
教
え
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
カ
ン
フ
ツ
の
意
味
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
意
味
の
習
得
や
理
解
を
、
四
人
の
ツ
カ
サ
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
に
行
な
っ
て
い
る
か
、
さ
ら
に
四
人
が
そ
れ
ぞ
れ
「考
え
る
伝
承
者
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
相
互
関
係
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
、
今
後
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
お
わ
り
に
　
本
稿
で
は
、
石
垣
島
川
平
の
女
性
神
役
「
ツ
カ
サ
」
の
就
任
過
程
及
び
、
ツ
カ
サ
の
唱
え
言
「
カ
ン
フ
ツ
」
に
つ
い
て
、
調
査
に
基
づ
き
具
体
的
に
述
べ
た
。
詳
細
を
述
べ
る
中
で
う
か
ん
で
き
た
問
題
を
今
後
引
き
続
き
調
査
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。
　
ま
た
、
今
後
は
他
地
域
の
事
例
と
の
比
較
検
討
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
琉
球
諸
島
の
儀
礼
、
神
役
、
儀
礼
に
お
け
る
こ
と
ば
の
性
質
に
つ
い
て
さ
ら
に
追
究
し
て
い
き
た
　　　
い34
　0）
註（
1
）
　
ツ
カ
サ
は
、
「
カ
ミ
シ
（
神
司
ご
、
「
ニ
ガ
イ
ビ
（
願
う
人
ご
と
も
言
わ
れ
る
。
（
2
）
　
『
南
島
歌
謡
大
成
　
W
八
重
山
篇
』
〔
外
間
・
宮
良
一
九
七
九
〕
に
お
い
て
は
、
ツ
カ
サ
に
よ
　
　
る
唱
え
言
は
「
ニ
ガ
イ
フ
チ
ィ
（
願
い
口
）
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
川
平
の
ツ
カ
サ
達
は
　
自
身
の
唱
え
言
を
「
カ
ン
フ
ツ
」
と
呼
ん
で
い
る
た
め
、
本
稿
で
も
「
カ
ン
フ
ツ
」
と
言
う
こ
　
　
と
と
し
た
。
（
3
）
　
二
〇
〇
六
年
七
月
十
一
日
の
宮
鳥
オ
ン
の
ツ
カ
サ
（
一
九
四
〇
年
生
、
一
九
六
九
年
就
任
）
　
　
へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
。
（
4
）
　
た
だ
し
、
4
章
に
お
い
て
述
べ
る
が
、
麦
や
粟
な
ど
、
近
年
に
作
ら
な
く
な
っ
た
作
物
に
つ
　
　
い
て
は
、
儀
礼
に
お
い
て
も
こ
の
変
化
へ
の
対
応
が
取
ら
れ
て
い
る
。
（
5
）
　
二
〇
〇
四
年
六
月
五
日
「
す
く
ま
願
い
」
、
七
月
二
日
「
豊
年
祭
」
、
二
〇
〇
六
年
七
月
十
二
　
　
日
「
豊
年
祭
」
で
の
調
査
に
よ
る
。
（
6
）
　
戦
後
し
ば
ら
く
ま
で
は
こ
の
日
か
ら
三
日
間
、
女
性
は
海
に
行
く
こ
と
を
、
男
性
は
山
に
行
　
　
く
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
〔
川
平
公
民
館
（
編
）
一
九
七
六
　
八
八
〕
。
（
7
）
　
以
下
、
ツ
カ
サ
や
元
ツ
カ
サ
か
ら
聞
い
た
こ
と
に
基
づ
く
談
話
文
を
随
時
挙
げ
る
。
語
尾
な
　
　
ど
は
一
部
簡
潔
に
し
た
。
談
話
文
中
の
括
弧
内
は
筆
者
に
よ
る
補
足
で
あ
る
。
（
8
）
宮
鳥
オ
ン
の
ツ
カ
サ
。
註
（
3
）
参
照
。
（
9
）
　
山
川
オ
ン
の
ツ
カ
サ
。
一
九
五
〇
年
生
、
一
九
八
四
年
就
任
。
（
1
0
）
　
こ
の
小
屋
は
「
ム
ノ
ン
屋
」
「
ム
ノ
ン
小
屋
」
と
呼
ば
れ
、
底
地
海
岸
近
く
に
建
て
ら
れ
て
　
　
い
た
、
か
や
葺
き
の
ほ
っ
立
て
小
屋
で
、
中
に
は
火
の
神
が
ま
つ
っ
て
あ
っ
た
と
い
う
〔
川
平
　
　
村
の
歴
史
編
纂
委
員
会
（
編
）
一
九
七
六
一
八
五
〕
。
（
1
1
）
　
保
坂
（
一
九
九
九
一
二
一
五
）
な
ど
。
（
1
2
）
　
川
平
の
十
月
祭
の
詳
細
は
、
拙
稿
（
二
〇
〇
六
）
に
お
い
て
報
告
し
て
い
る
。
（
1
3
）
　
公
民
館
長
や
ス
ー
ダ
イ
を
つ
と
め
た
経
験
を
も
ち
、
神
事
に
詳
し
い
と
目
さ
れ
る
人
が
選
ば
　
　
れ
る
。
（
1
4
）
筆
者
も
調
査
中
、
一
人
の
ツ
カ
サ
が
、
ツ
カ
サ
は
日
常
生
活
の
中
で
も
振
る
舞
い
に
気
を
配
　
　
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
例
え
ば
、
洗
っ
た
後
の
濡
れ
た
髪
を
振
っ
た
り
し
て
は
い
け
な
い
、
と
　
　
話
す
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
（
1
5
）
　
こ
の
時
、
山
川
オ
ン
の
ツ
カ
サ
は
入
院
中
だ
っ
た
た
め
、
く
じ
の
場
に
は
浜
崎
オ
ン
の
前
ツ
　
　
カ
サ
と
、
群
星
オ
ン
の
ツ
カ
サ
、
宮
鳥
オ
ン
の
ツ
カ
サ
が
参
加
し
て
い
た
。
（
1
6
）
　
ツ
カ
サ
ご
と
の
事
情
の
違
い
と
し
て
、
巫
病
の
あ
り
方
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
た
と
え
ば
　
　
一
九
九
六
年
に
就
任
し
た
B
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
る
。
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ツ
カ
サ
に
な
る
前
は
ダ
ラ
ダ
ラ
し
て
い
た
け
れ
ど
、
な
っ
て
か
ら
は
病
気
ひ
と
つ
し
た
こ
　
　
　
　
と
が
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（二
〇
〇
六
年
七
月
十
一
日
、
B
さ
ん
談
、
ご
自
宅
に
て
）
　
　
　
B
さ
ん
の
よ
う
に
、
ツ
カ
サ
に
な
る
前
に
大
き
な
体
調
の
悪
化
が
あ
っ
た
と
は
語
ら
れ
な
い
　
　
場
合
も
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
も
う
二
人
の
ツ
カ
サ
は
、
重
い
巫
病
の
経
験
を
も
つ
〔
工
藤
　
　
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
報
告
書
編
集
委
員
会
（
編
）
一
九
九
一
一
五
七
・
八
六
、
一
人
に
つ
い
て
は
筆
者
も
　
　
聞
い
て
い
る
〕
。
　
　
　
全
員
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
ツ
カ
サ
に
就
任
し
て
か
ら
健
康
に
な
っ
た
、
と
述
べ
ら
　
　
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
仕
事
も
う
ま
く
い
く
よ
う
に
な
っ
た
、
と
言
う
人
も
い
る
。
こ
　
　
の
よ
う
な
例
は
、
他
地
域
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
沖
縄
本
島
北
部
と
そ
の
周
辺
離
島
の
女
性
神
役
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
な
っ
た
高
梨
に
よ
る
　
　
と
、
女
性
神
役
は
就
任
を
契
機
と
し
て
健
康
に
な
り
、
幸
福
に
暮
ら
し
て
い
る
と
強
調
す
る
傾
　
　
向
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
背
景
に
は
、
就
任
前
の
病
気
や
不
幸
は
、
神
役
に
な
る
べ
き
だ
と
神
　
　
が
与
え
た
促
し
の
し
る
し
で
あ
る
が
、
就
任
後
の
病
気
や
不
幸
は
、
神
が
そ
の
神
役
を
認
め
て
　
　
い
な
い
し
る
し
で
あ
る
と
す
る
観
念
が
あ
る
〔
高
梨
一
九
八
九
‥
二
二
〕
。
　
　
　
川
平
に
お
い
て
、
ツ
カ
サ
就
任
後
に
病
気
や
不
幸
が
あ
れ
ば
、
ツ
カ
サ
を
降
り
な
け
れ
ば
な
　
　
ら
な
い
、
と
い
っ
た
言
説
や
、
実
際
に
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
事
例
は
、
今
の
と
こ
　
　
ろ
は
っ
き
り
と
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ツ
カ
サ
に
な
っ
て
か
ら
は
健
康
に
な
り
、
　
　
家
庭
や
仕
事
の
う
え
で
幸
せ
な
こ
と
も
続
い
た
、
と
い
う
こ
と
は
、
複
数
の
ツ
カ
サ
及
び
ツ
カ
　
　
サ
経
験
者
の
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
1
7
）
　
「
イ
ビ
ニ
ン
ジ
ユ
」
の
こ
と
を
「
ヤ
マ
ニ
ン
ジ
ェ
」
と
も
言
う
よ
う
に
、
「
ヤ
マ
」
は
オ
ン
を
　
　
意
味
す
る
。
（
1
8
）
　
「
ス
デ
ィ
ル
」
と
は
、
『
八
重
山
語
彙
』
に
よ
れ
ば
「
シ
ィ
デ
ィ
ン
一
す
づ
（
巣
出
）
の
義
。
　
　
①
艀
る
。
卵
生
す
。
②
も
ぬ
く
（
蜆
）
。
蛇
、
蚕
な
ど
脱
皮
す
」
〔
宮
良
一
九
八
〇
二
二
一
五
〕
　
　
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
語
の
用
例
を
『
川
平
村
の
歴
史
』
〔
川
平
村
の
歴
史
編
纂
委
員
会
（
編
）
　
　
一
九
七
六
〕
の
中
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、
神
事
用
語
を
辞
書
的
に
説
明
す
る
箇
所
で
「
生
れ
変
　
　
る
」
（
一
六
四
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ヤ
マ
ダ
キ
に
つ
い
て
記
す
箇
所
で
は
「
カ
ン
ス
　
　
デ
（神
司
に
生
れ
変
る
）
は
三
日
間
神
言
（
神
句
）
や
祭
祀
の
仕
方
の
修
業
を
完
全
に
終
了
し
　
　
た
未
明
（
後
略
）
」
（
一
五
八
頁
）
と
あ
る
。
（
1
9
）
　
西
岡
が
挙
げ
る
石
垣
島
登
野
城
の
語
例
「
ω
゜
－
呂
日
Z
（
ッ
サ
リ
ル
ン
）
（
申
し
上
げ
る
）
」
〔
西
　
　
岡
二
〇
〇
六
一
一
二
九
〕
に
あ
た
る
。
川
平
の
「
ス
サ
リ
」
「
ス
サ
ル
」
も
語
頭
で
子
音
が
連
　
　
続
し
、
「
゜
。
c
・
良
」
「
°
・
°
・
①
巨
」
と
表
記
し
得
る
発
音
で
あ
る
。
（
2
0
）
　
A
さ
ん
の
前
任
者
や
、
C
さ
ん
が
語
っ
て
い
た
。
（2
1
）
　
二
〇
〇
六
年
十
一
月
八
日
の
調
査
に
よ
る
。
（
2
2
）
　
二
〇
〇
五
年
十
一
月
二
十
三
日
の
調
査
に
よ
る
。
（
2
3
）
　
儀
礼
の
最
中
に
先
輩
の
ツ
カ
サ
が
後
輩
に
対
し
て
祈
願
の
流
れ
を
止
め
な
い
よ
う
に
し
て
指
　
　
導
を
行
な
っ
て
い
る
場
面
を
何
度
か
見
た
が
、
今
後
詳
細
を
確
認
し
た
い
。
（2
4
）
　
二
〇
〇
六
年
七
月
十
一
日
の
調
査
に
よ
る
。
（
2
5
）
　
二
〇
〇
六
年
七
月
十
二
日
の
豊
年
祭
の
最
中
に
ス
ー
ダ
イ
か
ら
聴
取
。
（
2
6
）
　
二
〇
〇
六
年
七
月
十
一
日
、
B
さ
ん
談
（
ご
自
宅
に
て
）
。
（
2
7
）
　
二
〇
〇
一
年
八
月
十
二
日
、
E
さ
ん
（
浜
崎
オ
ン
の
前
ツ
カ
サ
で
A
さ
ん
の
前
任
者
、
　
　
一
九
二
五
年
生
、
一
九
五
〇
ー
二
〇
〇
二
年
在
任
）
の
ご
自
宅
に
て
。
（
2
8
）
　
こ
の
米
占
い
は
「
フ
カ
ツ
」
と
呼
ば
れ
る
。
米
の
並
べ
方
な
ど
は
中
澤
〔
一
九
入
七
一
　
　
二
五
〇
〕
に
詳
し
い
。
川
平
で
は
、
米
粒
の
数
が
偶
数
と
奇
数
の
組
み
合
わ
せ
に
な
る
と
良
い
　
　
と
さ
れ
る
。
（
2
9
）
　
拙
稿
（
二
〇
〇
六
一
七
七
ー
八
〇
）
に
お
い
て
、
ツ
カ
サ
と
共
に
男
性
神
役
の
ス
ー
ダ
イ
が
　
　
参
加
す
る
儀
礼
に
つ
い
て
、
ツ
カ
サ
が
祈
願
を
す
る
間
の
ス
ー
ダ
イ
の
振
る
舞
い
を
含
め
た
祈
　
　
願
の
過
程
を
記
録
し
て
い
る
。
（
3
0
）
　
『
川
平
村
の
歴
史
』
〔
川
平
村
の
歴
史
編
纂
委
員
会
（
編
）
一
九
七
六
‥
六
四
・
六
七
・
六
八
・
　
　
七
〇
〕
に
は
、
各
オ
ン
の
「
御
イ
ベ
名
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
イ
ベ
名
と
は
場
所
と
し
て
の
ウ
　
　
ブ
の
名
で
あ
る
が
、
五
つ
と
も
す
べ
て
「
○
○
大
ア
ル
ジ
」
と
、
神
名
の
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
　
　
川
平
に
お
い
て
こ
の
イ
ベ
名
が
ミ
ョ
ー
ズ
と
し
て
唱
え
ら
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
未
確
認
で
　
　
あ
る
が
、
唱
え
ら
れ
て
い
る
と
す
る
と
、
狩
俣
（
二
〇
〇
二
）
が
竹
富
島
の
事
例
か
ら
述
べ
る
、
　
　
史
料
（「
八
重
山
島
由
来
記
」
）
と
唱
え
言
と
の
関
係
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
必
　
　
要
が
あ
る
。
狩
俣
は
、
「
『
八
重
山
島
由
来
記
』
が
神
名
と
イ
ベ
名
を
逆
表
記
し
た
よ
う
な
混
乱
　
　
が
呪
詞
（
女
性
神
役
の
唱
え
言
、
引
用
者
註
）
の
詞
章
に
も
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
　
　
れ
は
、
呪
詞
の
ル
ー
ツ
が
ロ
頭
伝
承
の
呪
詞
で
は
な
く
、
『
八
重
山
島
由
来
記
』
で
あ
る
こ
と
　
　
を
示
唆
し
て
い
る
」
〔
狩
俣
二
〇
〇
二
一
九
〕
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
3
1
）
　
二
〇
〇
四
年
六
月
四
日
、
E
さ
ん
の
ご
自
宅
に
て
聞
い
た
説
明
。
な
お
、
石
垣
市
史
編
集
委
　
　
員
会
（
編
）
（
二
〇
〇
七
一
二
六
六
ー
七
）
で
は
「
麦
粟
の
種
子
出
し
」
に
つ
い
て
、
前
原
　
　
（
二
〇
〇
二
一
六
一
－
二
）
で
も
「
麦
豆
の
初
上
げ
」
に
つ
い
て
、
現
実
に
は
麦
・
豆
を
作
ら
　
　
な
く
な
っ
て
か
ら
も
、
ツ
カ
サ
達
は
事
情
を
神
に
説
明
し
、
儀
礼
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
記
　
　
さ
れ
て
い
る
。
（
3
2
）
　
川
平
に
お
け
る
カ
ン
フ
ツ
伝
習
の
過
程
で
の
「
意
味
も
教
わ
る
」
と
い
う
方
法
は
、
内
田
　
　
（
二
〇
〇
〇
）
が
明
ら
か
に
し
た
宮
古
島
狩
俣
の
女
性
神
役
に
よ
る
神
歌
の
伝
承
方
法
と
は
対
　
　
照
的
で
あ
る
。
（
3
3
）
　
二
〇
〇
一
年
八
月
十
二
日
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
。
（
3
4
）
　
な
お
、
本
稿
脱
稿
後
、
ツ
カ
サ
の
就
任
過
程
に
関
し
追
調
査
を
ふ
ま
え
て
澤
井
（
二
〇
〇
八
）
　
　
に
お
い
て
考
察
を
行
な
っ
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
469
国立歴史民俗博物館研究報告
　第142集2008年3月
参
考
文
献
石
垣
市
史
編
集
委
員
会
（
編
）
二
〇
〇
七
『
石
垣
市
史
各
論
編
民
俗
下
』
石
垣
市
内
田
順
子
　
二
〇
〇
〇
　
『
宮
古
島
狩
俣
の
神
歌
　
ー
そ
の
継
承
と
創
生
』
思
文
閣
出
版
大
越
公
平
　
一
九
八
六
　
「
村
落
祭
祀
の
変
容
と
そ
の
要
因
」
『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
別
冊
　
3
号
　
奄
美
・
沖
縄
の
宗
教
的
世
界
』
一
五
五
～
一
七
九
頁
、
国
立
民
族
学
博
物
館
太
田
好
信
　
一
九
八
八
　
「
女
性
神
役
の
経
験
ー
八
重
山
・
黒
島
か
ら
の
事
例
」
『
民
族
学
研
究
』
5
2
　
（
4
）
四
〇
一
～
八
頁
、
日
本
民
族
学
会
川
平
村
の
歴
史
編
纂
委
員
会
（
編
）
　
一
九
七
六
　
『
川
平
村
の
歴
史
』
川
平
公
民
館
狩
俣
恵
一
　
二
〇
〇
二
　
「
竹
富
島
の
呪
詞
と
『
八
重
山
島
由
来
記
』
の
神
名
と
イ
ベ
名
」
『
昔
話
伝
　
説
研
究
』
2
2
　
一
～
一
〇
頁
、
昔
話
伝
説
研
究
会
工
藤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
報
告
書
編
集
委
員
会
（
編
）
　
一
九
九
一
　
『
1
9
9
0
年
度
大
東
文
化
大
学
文
　
学
部
日
本
文
学
科
工
藤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
　
神
司
尋
書
　
川
平
民
俗
調
査
報
告
《
「
節
祭
」
に
関
す
る
　
報
告
書
く
o
F
2
》
』
大
東
文
化
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
工
藤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
タ
櫻
井
徳
太
郎
　
一
九
八
七
　
「
沖
縄
民
俗
宗
教
の
核
ー
祝
女
イ
ズ
ム
と
巫
女
イ
ズ
ム
ー
」
『
東
ア
ジ
ア
　
の
民
俗
宗
教
』
（
櫻
井
徳
太
郎
著
作
集
第
7
巻
）
一
九
五
～
二
三
〇
頁
、
吉
川
弘
文
館
佐
々
木
伸
一
　
一
九
八
〇
「
宮
古
島
の
部
落
祭
祀
　
1
そ
の
比
較
・
統
合
に
向
け
て
の
序
章
ー
」
『
民
　
族
学
研
究
』
4
5
（
2
）
一
六
〇
～
一
八
五
頁
、
日
本
民
族
学
会
澤
井
真
代
　
二
〇
〇
六
　
「
石
垣
島
川
平
の
十
月
祭
」
『
奄
美
沖
縄
民
間
文
芸
学
』
6
　
七
三
～
八
三
　
頁
、
奄
美
沖
縄
民
間
文
芸
学
会
同
　
　
　
　
二
〇
〇
八
「
石
垣
島
川
平
に
お
け
る
女
性
神
役
『
ツ
カ
サ
』
の
就
任
過
程
ー
司
祭
者
と
　
神
の
関
わ
り
方
の
問
題
と
し
て
ー
」
『
南
島
史
学
』
7
1
（
採
録
決
定
）
、
南
島
史
学
会
渋
谷
研
　
一
九
九
一
　
「
沖
縄
に
お
け
る
ノ
ロ
と
ユ
タ
ー
愚
依
と
相
関
関
係
の
問
題
を
中
心
に
ー
」
　
『
日
本
民
俗
学
』
一
八
六
　
一
四
～
三
八
頁
、
日
本
民
俗
学
会
高
梨
一
美
　
一
九
八
九
　
「
神
に
追
わ
れ
る
女
た
ち
ー
沖
縄
の
女
性
司
祭
者
の
就
任
過
程
の
検
討
」
　
大
隅
和
雄
・
西
口
順
子
（
編
）
『
シ
リ
ー
ズ
女
性
と
仏
教
　
4
　
巫
と
女
神
』
一
一
～
五
〇
頁
、
　
平
凡
社
同
　
　
　
　
一
九
九
七
　
「
南
島
の
神
女
の
『
う
た
』
と
『
こ
と
ば
』
」
林
浩
平
（
編
）
『
女
性
文
学
　
の
現
在
』
（
東
横
学
園
女
子
短
期
大
学
女
性
文
化
研
究
所
叢
書
　
第
八
輯
）
一
四
七
～
一
六
四
頁
、
　
東
横
学
園
女
子
短
期
大
学
女
性
文
科
研
究
所
中
澤
章
浩
　
一
九
八
七
　
「
石
垣
島
の
川
平
の
プ
ー
ル
」
高
阪
薫
（
編
）
『
沖
縄
の
祭
祀
ー
事
例
と
課
　
題
』
二
二
六
～
二
五
一
頁
、
三
弥
井
書
店
西
岡
敏
　
二
〇
〇
六
　
「
石
垣
方
言
の
敬
語
概
略
」
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所
（
編
）
『
八
重
　
山
の
地
域
性
』
（
南
島
文
化
研
究
叢
書
1
）
　
一
一
三
～
一
三
二
頁
、
編
集
工
房
東
洋
企
画
野
ロ
武
徳
　
一
九
七
三
　
「
二
　
宮
古
群
島
ー
池
間
島
の
事
例
を
中
心
に
ー
」
日
本
民
族
学
会
（
編
）
　
『
沖
縄
の
民
族
学
的
研
究
ー
民
俗
社
会
と
世
界
像
1
』
六
四
～
一
一
六
頁
、
財
団
法
人
民
族
学
振
　
興
会
比
嘉
政
夫
　
一
九
六
九
　
「
八
重
山
川
平
に
お
け
る
お
嶽
を
め
ぐ
る
儀
礼
と
祭
祀
組
織
」
『
民
族
学
　
研
究
』
3
4
（
1
）
　
二
二
～
三
九
頁
、
日
本
民
族
学
会
同
　
　
　
　
一
九
八
三
　
「
五
　
八
重
山
川
平
の
親
族
と
祭
団
の
構
造
」
『
沖
縄
の
門
中
と
村
落
祭
　
祀
』
二
〇
七
～
二
三
四
頁
、
三
一
書
房
外
間
守
善
・
宮
良
安
彦
（
編
）
　
一
九
七
九
　
『
南
島
歌
謡
大
成
　
W
八
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AStudy　of　Chants　and　the　Inaug1皿ation　of　P亘estesses：The　Example　of　Kab壮a，
Ishigaki　Island
SAWM　Mayo
　　The　dut亘es　of　pdestesses　called　noro　and　tsukasa　who　fulfill　central　roles　in　village　rituals　in　the　Ryukyu　Is－
lands　had　been　regarded　as　consisting　only　of　praying　to　kami　and　performing　rituals．　However，　since　the　1980s
the　conventional　image　of　priestesses　has　widened　as　a　result　of　reported　cases　of　priestesses　possessing　ample
skills　in　communicating　with　kami．　It　has　gradually　become　clear，　however，　that　there　is　more　to　this　matter
invoMng　pHestesses廿om　the　RW㎞Islmds　than　their　co㎜unication岨th　kami、此cess　to血e血e　histo亘es
of　priestesses　and　religious　ideologies　since　the　1980s　has　raised　various　ques60ns　surrounding　the　fUnc60n　of
priestesses．　With　the　aim　of　presen6ng　the　diverse　nature　of　priestesses　in　the　Ryukyu　Islands，　this　paper　discuss
es　the　inauguration　process　for　pdestesses，　who　in　Kabira，　Ishigaki　Island　are　called　tsukasa，　and　chants　called
“kanfutsu，”which　lie　at　the　core　of　the　method　of　prayer　adopted　by　tsukasa．
　　　In　Kabira，　one　tsukasa　is　responsible食）r　prayers　during　Htuals　at　each　of　the　village’s　four　places　of　worship
called“on，”making　a　total　of　four　tsukasa．　In　principle，　women　selected　as　tsukasa　have　paternal　links　to　a　family
closely　associated　with　the　origin　of　each　of　the　on．　In　cases　where　there　is　more　than　one　candidate，　the　recent
custom　has　been　to　select　the　tsukasa　by　drawing　lots．　Although　selection　by　means　of　the　drawing　of　lots　is　con－
sidered　a　practical　method　introduced　recently，　the　women　who　participate　in　this　process　tell　of　frequent　mysteri－
ous　expe亘ences　at　such　t㎞es　and　beHeve　the　drawing　of　lots　to　be　the　work　of　kami．　The　successful　candidate
perfbrms　rituals　throughout　the　year　having　undertaken　an　inauguration　ceremony　called‘Yamadaki．”Usually，
there　is　a　f㎜ily　referred　to　as　the“Kanmutuya”that　is　responsible　for　each　on．　During　the　Yamadald，　the　newly
appointed　tsukasa　is　confined　in　one　of　the　Kanmutuya’s　rooms　for　three　days　and　three　nights，　during　which
time　her　predecessor　or　other　tsukasa　visit　her　to　teach　her　the　sign近cance　of　the　a皿ual　rituals　and　the　kanfutsu
chanted　at　each　ritual．
　　　The　learning　of　kanfutsu　is　restricted　to　the　four　tsukasa．　When　chants　are　made　during　a　ritual　they　are　per－
formed　so　that　they　cannot　be　heard　by　anyone　else．　Regular　opport皿ities　are　made　for　the　four　tsukasa　to　chant
together　in　what　is　called“kanfutsu　tsurashi．”The　aim　of　this　practice　is　to　standardize　the　language　and　content．
While　it　is　important　that　the　format　of　the　kanfutsu　remains　intact，　more　importance　is　attached　to　the　purpose　of
a亘tual　and　the　meaning　of　the　prayer　to　be　said　to　kami．　In　addition　to　the　meaning　of　the　kanfutsu　taught　among
the　four　tsukasa，　kanfutsu　also　acquire　a　meaning　which　is　thought　up　by　each　tsukasa　on　her　o㎜，　A　newly　aレ
pohlted　tsukasa　spends　years　acquiring　practical　experience　in　performing　rituals　and　becoming　pro6cient　in　the
fbrmats　and　meanings　of　kanfutsu．　The　acquis三tion　of　this　s拙l　requires　further　investigation　and　discussion．
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